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　７月６日㈮、ふぉれすと鉱山で、
緑陽中学校の１年生の生徒たちが、
『自然体験学習』を行いました。
　雄大な自然の中、ウオータースラ
イダーやカヤックなど、雨の日の特
別プログラムを通じて、登別の大自
然を感じていました。

自然体験が子どもたちを育む

な
明
日
へ
の
秘ひ

訣け
つ

…
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①日常生活に適度な運動を取り入れましょう
　□　ウオーキングなど、手軽にできる運動を定期的に行う
　□　いつもより、10分長く体を動かす

②栄養バランスのとれた食生活を送りましょう
　□　基本は一日３食、規則正しい食生活
　□　野菜は一日350㌘
　□　�塩分は控えめに（男性は一日８㌘未満、�

女性は一日７㌘未満）
　□　お酒やお菓子はたしなむ程度に

③健康診断などを活用し、自分の健康を管理しましょう
　□　毎年、健康診断を受ける
　□　各種がん検診を受ける
　□　�治療中の人は適切な治療を継続し、自己判断で治療を中断

しない
　□　�いざという時に、何でも相談できる『かかりつけ医』をも

つ

生活習慣の改善ポイント

▼
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
７
２
０
）

～
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
～

　
登
別
市
の
人
口
は
、
平
成
30
年
６
月
末
現
在

で
４
万
８
千
548
人
。
そ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の

方
は
１
万
７
千
134
人
で
あ
り
、
市
民
の
３
人
に

１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
況
で
す
。
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
も

65
歳
以
上
の
方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、

介
護
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
家
族
や
介
護
に
従

事
す
る
方
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
誰
し
も
が
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
介
護
予
防
と
し
て
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
行
動
と
心
掛
け
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か
ら

食
生
活
の
改
善
や
運
動
に
よ
る
『
体
の
健
康
づ

く
り
』
と
生
き
が
い
や
趣
味
な
ど
に
よ
る
『
心

の
健
康
づ
く
り
』
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

体
の
健
康
づ
く
り

　
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
健
康
な
『
体
』
が
第
一
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
を
少
し
ず
つ
見
直
す

こ
と
で
、
糖
尿
病
や
が
ん
、
脳
卒
中

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
普
段
か
ら
適
度
な
運
動
を
行
う
こ

と
は
、
心
臓
や
肺
の
機
能
を
高
め
、

体
力
や
免
疫
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
は

肥
満
や
高
脂
血
症
な
ど
を
予
防
す
る

な
ど
、
生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
を

意
識
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
、
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

元
気
な
明
日
へ
の
秘
訣

ひ

　
　けつ
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住み慣れたまちでの暮らしを支える
『地域包括支援センター』

市の介護予防事業に
参加してみませんか

　市は、自主的に介護予防活動が実施できるよう、
地域の活動を支援する一般介護予防事業を行って
います。65歳以上の方であれば、どなたでも利用
できます。家の外に出て、家族以外の方と話をす
るなど、交流をもつことは、介護予防にとても効
果があるとされています。同じ地域に暮らす方な
どと一緒に介護予防に取り組むきっかけとして、
気軽に利用してみませんか。
※�詳しくは、高齢・介護グループまで問い合わせ
ください。

シニア元気アップ講座
　『転倒予防』を今年のテーマとして、リハビリ
テーションの専門職による体力測定を実施し、体
の変化を数字で確認することができます。

通いの場リーダー研修
　町内会や老人クラブ、サロン、
サークルなどで、介護予防活動
を広めたいと考えている方を対
象として、介護予防体操やレク
リエーションなどの教え方を学
ぶ研修会です。

介護予防教室出前講座
　市が委託している事業者が、団体の活動場所に
伺い、介護予防体操やレクリエーションの方法な
どに関する講座を開催します。
　また、団体などで自主的に介護予防活動を行う
ことができるようにアドバイスなどを行います。

あおい（愛桜）
（☎�０５１１）
登別市登別東町３丁目１－２
担当地区　常盤町・中央町・幌別町・
千歳町・来馬町・札内町・新栄町・幸
町・富浦町・登別本町・登別港町・登
別東町・中登別町・上登別町・登別温
泉町・カルルス町

ゆのか
（☎�２１０６）
登別市片倉町６丁目９－１
しんた21内２階
担当地区　富岸町・青葉町・若山町・
大和町・緑町・川上町・鉱山町・桜木
町・片倉町・新川町・富士町・柏木町

けいあい
（☎�５００５）
登別市鷲別町２丁目32－１
担当地区　鷲別町・美園町・上鷲別町・
若草町・栄町・新生町

　地域包括支援センターは、住み慣
れた地域でいつまでも安心して暮ら
せるようさまざまな面から総合的に
支援するための総合相談窓口です。
本人はもちろん、家族や友人など、
どなたからでも相談をお受けします。
お住まいの地区を担当する地域包括
支援センタ－にお気軽にご相談くだ
さい。

身
近
に
あ
る
介
護
予
防

心
の
健
康
づ
く
り

元
気
な
明
日

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
『
体
』
の
健
康
に
加
え

て
大
切
な
も
の
が
、
『
心
』
の
健
康

で
す
。

　
体
が
健
康
で
あ
っ
て
も
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
、
人
と
の
交
流
が
減
る
と
、

気
分
も
落
ち
込
み
が
ち
と
な
り
、
結

果
と
し
て
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
経

験
や
知
識
・
技
能
を
生
か
し
た
活
動

に
取
り
組
ん
だ
り
、
新
た
な
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
の
中
に
楽

タ
ー
『
の
ぼ
り
ん
』
で
定
期
的
に
華

道
や
大
正
琴
、
将
棋
な
ど
、
幅
広
い

文
化
活
動
を
体
験
で
き
る
『
の
ぼ
り

ん
文
化
講
座
』
を
開
催
し
て
い
る
ほ

し
み
や
生
き
が
い
が
生
ま
れ
、
毎
日

の
活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
ま
だ
元
気
だ
か
ら
」
、
「
交
流

は
ち
ょ
っ
と
苦
手
」
と
い
う
方
も
、

一
歩
外
に
出
て
、
楽
し
み
や
生
き
が

い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
の
ぼ
り
ん
』

で
行
わ
れ
る

催
し
を
紹
介

（
今
月
号
は

28
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
し
て

い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ

い
。

か
、
市
民
会
館
を
主
な
会
場
と
し
て
、

性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
社
会
や

文
化
、
歴
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
『
登
別
市

と
き
め
き
大
学
』
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

※�

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
は
、
毎
号

　
活
動
内
容
や
参
加
す
る
人
数
、
目

的
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
自
分
に

合
っ
た
活
動
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
で
は
、
仲
間
と
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
だ
り
、
『
岡
志
別
の
森
運
動

公
園
』
な
ど
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
流
し
て

い
る
方
を
多
く
見
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
市
民
活
動
セ
ン

　
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
」
、

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
願
い
は
、
皆
さ
ん
に
共
通
し

た
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
見

直
し
と
心
掛
け
が
、
明
日
の
健
や
か

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
は
、
一
朝
一
夕
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
無
理
を
せ
ず
に
長
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
介
護
予
防
の
方
法
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
の
で
、
身
近
な
場
所
で
手
軽

に
で
き
る
介
護
予
防
を
見
つ
け
て
、

将
来
の
自
分
や
家
族
の
た
め
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
毎
日
の
積
み
重
ね
が
、
明
日
の
元

気
を
つ
く
り
ま
す
。

◀▲�初めての方も気軽
に参加できる『の
ぼりん文化講座』

元 気 な明日への秘訣
～体と心の健康づくり～

通いの場リーダー研修
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水道料金の改定案について
　市の方針を決定しました
　市は、安全で安心な水道水を供給し続けていくため、2019（平成31）年
４月から水道料金の引き上げを行う方針を決定しました。今号では、水道
料金の改定案についてお知らせします。
▶問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

こ
れ
ま
で
の
経
緯

市
議
会
へ
提
案

方
針
を
決
定

　
市
は
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
た
め
、

９
月
に
開
催
予
定
の
第
３
回
登
別
市
議
会

定
例
会
に
、
登
別
市
水
道
事
業
条
例
の
改

正
案
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

　
改
正
案
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
、
水
道

料
金
の
改
定
が
決
定
し
た
際
に
は
、
広
報

の
ぼ
り
べ
つ
や
住
民
説
明
会
を
通
じ
て
、

情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
水
道

料
金
の
改
定
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
結
果
、
一
定
の

理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
審
議
会
か
ら
の
意
見
や
住
民
説

明
会
の
開
催
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
水
道
料

金
の
最
終
的
な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
当

初
ま
と
め
た
改
定
原
案
の
と
お
り
、
水
道

料
金
の
引
き
上
げ
を
行
う
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
水
道
施
設
な
ど
の
更
新
や
耐
震
化
、
給

水
人
口
の
減
少
な
ど
を
ふ
ま
え
、
昨
年
の

12
月
に
『
登
別
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
』

を
策
定
し
、
12
年
間
の
経
営
の
見
通
し
を

検
証
し
た
結
果
、
２
０
２
０
（
平
成
32
）

年
度
に
は
資
金
不
足
が
生
じ
、
２
０
２
９

（
平
成
41
）
年
度
ま
で
の
累
積
不
足
額
は
、

13
億
円
に
上
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

水
道
料
金
の
改
定
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
、
水
道
利
用
者
の
代
表
や
専
門
的
な
知

識
を
も
つ
方
に
意
見
を
伺
う
た
め
『
水
道

事
業
運
営
審
議
会
』

を
開
催
し
た
ほ
か
、

４
月
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
広
く
意
見

を
伺
う
た
め
、
市
内

３
カ
所
で
住
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
か
ら
の
意
見
は
、
経
営
戦
略
に

基
づ
く
適
正
な
建
設
投
資
や
経
費
削
減
、

水
道
料
金
の
未
収
金
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
水
道
利
用
者
で
あ
る
市
民
な
ど

へ
の
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

を
求
め
つ
つ
も
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ

は
や
む
を
得
な
い
と
す
る
内
容
で
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
説
明
会
に
お
い
て
も
、
水

改 定 時 期
平均改定率

２０１９（平成３１）年４月１日㈪
１９．４９㌫

◎料金表（１月当たり）� （税抜）
用途 料金区分 水量 現行 改定後 差額

家
事
用

基本料金 　　～５㎥ 1,150円 1,374円 224円

計量料金
（１㎥につき）

　 ６㎥～10㎥ 151円 180円 29円
　 11㎥～25㎥ 177円 211円 34円
　 2６㎥～ 208円 248円 40円

家
事
用
以
外

基本料金 　　～10㎥ 3,000円 3,584円 584円

計量料金
（１㎥につき）

　 11㎥～30㎥ 18６円 222円 3６円
　 31㎥～50㎥ 210円 250円 40円
　 51㎥～100㎥ 255円 304円 49円
　101㎥～500㎥ 283円 338円 55円
　501㎥～1,000㎥ 28６円 341円 55円
1,001㎥～ 288円 344円 5６円

※公衆浴場用や消防用、臨時用（工事用水など）の改定はありません。

◀�審議会や住
民説明会の
内容につい
ては、市公
式ウェブサ
イトに掲載
しています

水道料金の改定案
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受給者証の更新について 受給者証をお持ちの方へ

医療費助成制度
のお知らせ

◎各助成制度の内容
助成制度 助成が受けられる要件（全ての要件に該当する方） 助成後の医療費負担 申請に必要なもの

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度

○�市内に住民登録があり健康保険に加入している
方
○�主たる生計維持者の所得が制限額以内である方
○�次のいずれかの障がいのある方
・�身体障害者手帳の交付を受けており『身体障害
者障害程度等級表』の１級、２級または３級の
内部障がい（心臓、じん臓若しくは呼吸器又は
ぼうこう若しくは直腸、小腸、ヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫若しくは肝臓の機能の障がい
のみ）に該当する方
・�知的障がいがあり、Ａ判定の療育手帳の交付を
受けている方、またはＩＱが50以下と判定（診
断）された方
・�精神障害者保健福祉手帳の交付を受けており、
障害等級の１級に該当する方
※�65歳以上の方は、一部の知的障がいのある方を
除き、後期高齢者医療制度への加入が条件とな
ります。

３歳未満または住民税
非課税世帯…初診時の
一部負担金（医科580
円、歯科510円、柔道
整復・鍼灸270円）の
み
上記以外…１割負担
※�精神障がいのある方
は入院を除く医療費
のみ助成。

・健康保険証
・印鑑
・�障がいの程度が分
かる手帳または判
定（診断）書

・�生計維持者や対象
者の所得課税証明
書（公簿確認でき
る場合は不要）

・�マイナンバーが確
認できるもの

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度

○�市内に住民登録があり健康保険に加入している
方
○�主たる生計維持者の所得が制限額以内である方
○�家庭の状況が次に該当する方
・�親…ひとり親家庭などの親で20歳未満の児童を
扶養または監護している方
・�児童…上記に該当する親に扶養・監護されてい
る20歳未満の児童、または両親の死亡・行方不
明などにより他の家庭に扶養されている20歳未
満の児童

３歳未満または住民税
非課税世帯…初診時の
一部負担金（医科580
円、歯科510円、柔道
整復・鍼灸270円）の
み
上記以外…１割負担
※�親は、入院と指定訪
問看護にかかる医療
費のみ助成。

・健康保険証
・印鑑
・�戸籍全部事項証明
書

・�生計維持者や対象
者の所得課税証明
書（公簿確認でき
る場合は不要）

・�マイナンバーが確
認できるもの

子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度

○�市内に住民登録があり健康保険に加入している
方
○�主たる生計維持者の所得が制限額以内である方
○�中学校在学中までの15歳以下の方（中学生の助
成については、非課税世帯のみ）

３歳未満または住民税
非課税世帯…初診時の
一部負担金（医科580
円、歯科510円）のみ
上記以外…１割負担
※�小学校に在学中の児
童は、入院と指定訪
問看護にかかる医療
費のみ助成。

・健康保険証
・印鑑
・�生計維持者の所得
課税証明書（公簿
確認できる場合は
不要）

・�マイナンバーが確
認できるもの

　すでに受給者証の交付を受けていて、
８月以降も受給資格がある方は、新た
な受給者証を７月下旬に郵送していま
す（申請の必要はありません）。

　入院するときは、加入している健康保険から限度額適用認定証
の交付を受け、受給者証と併せて病院の窓口に提出してください。
　また、加入している健康保険から高額療養費などの支給があっ
たときは、年金・長寿医療グループにご連絡ください。

　次の要件に該当する方は、医療機関で負担する医療費を軽
減することができる受給者証を交付しますので、年金・長寿
医療グループまたは各支所で申請してください。
▶問い合わせ　年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

※�各助成制度の医療費の月額上限は、通院18,000円（年額上限144,000円）、入院57,600円（多数該当の場
合44,400円）です。
※�各助成制度の指定訪問看護の医療費は１割負担で、月額上限は、住民税非課税世帯8,000円、住民税課税
世帯18,000円（年額上限144,000円）です。

対象を拡大
しました

5  ２０１８．８月号  医療費助成制度のお知らせ



定期募集で入居者が決定しなかった住宅について、９月３日㈪から申し込み順で受け
付けを行いますので、入居を希望する方は建築住宅グループへ問い合わせください。

市営住宅に関する問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

◆
申
込
資
格
　

・�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

・
持
ち
家
の
な
い
方

・�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
収
入
基
準
　

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◆
申
込
方
法
　

　

�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
受
付
日
時
　

　

�

８
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◆
抽
選
日
時
・
場
所
　

　
�

８
月
21
日
㈫
10
時
・
市
民
会
館
１

階
大
会
議
室

◆
鍵
渡
し
日
時
・
場
所
　

　

�

10
月
１
日
㈪
９
時
～
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

区分 収入月額
入居者または同居者に障
がいのある方（障がいの
程度には基準があります）

２１４，０００円
以下

入居者が60歳以上で、か
つ同居者全員が60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 １５８，０００円
以下

・�

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

の
み
、
単
身
で
の
入
居
が
可
能
な

住
宅
が
あ
り
ま
す
。

・�

必
要
書
類
や
募
集
区
分
な
ど
に
つ

い
て
は
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と

各
支
所
で
配
布
す
る
『
募
集
の
し

お
り
』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

・�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
や
猫
な

ど
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。

所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）
登別本町
１丁目 登別旭 一般世帯 ４－１ １階・２LDK（66.２） ２１,８００～４２,８００

幌別町
８丁目

幌別東
１号棟 一般世帯 １－２０４ ２階・３LDK（79.6） ２6,１００～５１,3００

幌別東
高齢者や障がいの
ある方などの世帯
（単身可）

7５R１－１０２ １階・３DK（５6.５） １3,０００～２５,５００

7５R２－１０１ １階・３DK（５6.５） １3,２００～２５,9００

常盤町
３丁目 緑ヶ丘

高齢者や障がいの
ある方などの世帯
（単身可）

２－２１3 １階・２LDK（５８.7） １7,４００～3４,１００

柏木町
１丁目 柏木

一般世帯 ４－４２４ ２階・３DK（6１.１） １４,6００～２８,7００
高齢者や障がいの
ある方などの世帯
（単身不可）

５－５１１ １階・３DK（6１.１） １４,6００～２８,7００

柏木町
４丁目 柏葉 一般世帯

3－33２ ３階・３LDK（66.０） １7,6００～3４,6００
５－５２２ ２階・３LDK（66.０） １7,9００～3５,１００

桜木町
４丁目 桜木

一般世帯
7－7１9 １階・３LDK（79.０） ２５,7００～５０,５００
7－7５８ ５階・３LDK（79.０） ２５,7００～５０,５００
８－８3５ ３階・３LDK（79.０） ２５,9００～５０,9００

子育て世帯 6－6４２ ４階・２LDK（6８.１） ２２,０００～４3,２００
※登別温泉団地（登別温泉町）は随時申し込みを受け付けています。
※募集区分の詳細は、『募集のしおり』で確認してください。

随時募集

平
成
30
年
度
第
２
回

市
営
住
宅
●入
●居
●者
●募
●集

6 ２０１８．８月号 � 平成30年度第２回市営住宅入居者募集



北海道室蘭栄
高等学校

バスターミナル

JR東室蘭駅

イオン室蘭店

北海道営住宅
胆振管理センター

国道37号

国道36号

室蘭市中小
企業センター

バスターミナル

海陽小学校

室蘭警察署

イオン室蘭店

国道37号

国道36号

▼
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
３
９
９
）

道営住宅に関する問い合わせ　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎�７２４０）

◆
申
込
資
格
　

・�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

・
持
ち
家
の
な
い
方

・�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
　

な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
収
入
基
準
　

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◆
申
込
受
付
日
時
・
場
所
　

○�

９
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
登
別
市
民
会
館

○�

９
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮
９
時
30
分

～
16
時
30
分
…
北
海
道
営
住
宅
胆

振
管
理
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町

２
丁
目
17

－

11
木
村
ビ
ル
１
階
）

区分 収入月額
入居者または同居者に障
がいのある方（障がいの
程度には基準があります）

２１４,０００円
以下

入居者が60歳以上で、か
つ同居者全員が60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 １５８,０００円
以下

平
成
30
年
度
第
２
回

道
営
住
宅
●入
●居
●者
●募
●集
集

所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）
登別東町
５丁目 登別東町 一般世帯 B－１０3 １階・３LDK（77.6） ２０,6００～４０,４００

若山町
４丁目 若山 一般世帯

A－４０3 ４階・３LDK（69.２） １８,6００～36,6００
A－４０４ ４階・３LDK（69.２） １８,6００～36,6００
B－２０４ ２階・３LDK（69.6） １9,０００～37,3００

※�

募
集
案
内
書
の
設
置
場
所
や
必
要

書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、
北
海
道

営
住
宅
胆
振
管
理
セ
ン
タ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
抽
選
日
時
・
場
所
　

　

�

９
月
12
日
㈬
10
時
…
室
蘭
市
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町
４

丁
目
29

－

１
）

◆
鍵
渡
し
月
日
・
場
所
　

○�

11
月
１
日
㈭
（
予
定
）
…
北
海
道

営
住
宅
胆
振
管
理
セ
ン
タ
ー

・�

抽
選
に
当
選
し
た
方
に
の
み
行
う

入
居
資
格
審
査
の
結
果
、
入
居
要

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
当
選

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

�

な
お
、
申
し
込
み
時
に
、
関
係
書

類
を
持
参
す
る
こ
と
で
、
入
居
資

格
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

・�

平
成
29
年
度
に
道
営
住
宅
の
入
居

募
集
に
応
募
し
、
連
続
し
て
落
選

し
て
い
る
方
に
は
、
抽
選
確
率
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

・�

当
選
後
に
審
査
を
行
う
た
め
、
関

係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
期
日
ま
で
に
書
類
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
当
選
無
効
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た
申
込
書

や
関
係
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

写
し
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
自
身

で
用
意
願
い
ま
す
。

・�

団
地
内
や
住
宅
内
で
は
、
犬
や
猫

な
ど
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

民謡睦
む つ

美
み

会
『
民
謡
睦
美
会
』
は
、
民
謡
を
通

じ
て
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
り
、
各

地
の
民
謡
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
38
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
は
60
代
か
ら
90
代
ま

で
の
男
女
９
人
と
小
・
中
学
生
９
人

の
計
18
人
。
主
に
毎
週
火
曜
日
の
13

時
か
ら
15
時
ま
で
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
練
習
は
い
つ
も
、
北
海
道
の
民

謡
『
江え

差さ
し

追お
い

分わ
け

』
か
ら
始
め
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
代
表
の
後ご

藤と
う

栄え
い

華か

さ
ん
。

会
員
の
尺
八
の
演
奏
と
後
藤
さ
ん

の
「
ソ
イ
」
と
い
う
掛
け
声
に
合
わ

せ
て
、
全
員
で
う
た
う
江
差
追
分
の

練
習
を
は
じ
め
、
三
味
線
や
太
鼓
も

使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
民
謡
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

会
員
の
酒さ

か

井い

孝こ
う

平へ
い

さ
ん
は
「
民
謡

と
い
う
趣
味
を
通
じ
て
み
ん
な
で
集

ま
り
、
一
緒
に
声
を
合
わ
せ
て
う
た

う
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
お
腹
に
力

を
入
れ
て
、
大
き
な
声
で
う
た
う
の

で
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
、

健
康
に
も
良
い
で
す
よ
」
と
民
謡
の

魅
力
を
語
り
ま
す
。

昭
和
46
年
か
ら
入
会
し
て
い
る
川か

わ

口ぐ
ち

堅け
ん

作さ
く

さ
ん
は
「
当
時
、
職
場
の
同

僚
に
、
健
康
に
良
い
と
誘
わ
れ
て
気

軽
な
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
が
、
長

年
続
け
て
き
て
、
今
で
は
孫
も
民
謡

を
習
っ
て
お
り
、
一
緒
に
民
謡
を
う

た
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
大
会
や
発
表
会
に
も
参
加

し
て
い
る
『
民
謡
睦
美
会
』
。
民
謡

に
興
味
の
あ
る
方
や
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
酒
井
さ
ん
（
☎
�
５
２
４

５
）
ま
で
。

▲�尺八や三味線、太鼓の演奏に合わせて
民謡をうたうメンバー

古くから伝わる日本各地
の民謡を学び、後世に伝
えていきたい

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
67
回

　
６
月
18
日
㈪
、
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
し

た
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

世
界
の
中
で
も
地
震
が
多
い
国
、
日
本
。
い

つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震

に
対
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
と
備
え

を
万
全
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
心
構
え
と
備
え
が
、
あ
な
た
の
生
死
を
左

右
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
も
、
日
頃
か
ら
地
震
に
対
し
て
、
家
具
な

ど
の
転
倒
防
止
対
策
や
安
全
経
路
の
確
保
な

ど
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
『
阪
神
・
淡
路
大

震
災
』
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
原
因
の
約
８

割
は
、
『
窒
息
・
圧
死
』
で
あ
り
、
ま
た
、

６
月
の
大
阪
府
北
部
の
地
震
に
お
い
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
建
物
や
家
具
な
ど
の
下
敷
き

に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
生
活
と
共
に
あ
る
家
具
も
、
地
震

に
よ
っ
て
凶
器
と
な
り
ま
す
。
家
具
や
棚
な

ど
が
転
倒
し
な
い
よ
う
固
定
金
具
を
取
り
付

け
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
事
を
考
え
て
寝

て
い
る
場
所
か
ら
離
す
な
ど
、
配
置
に
も
工

夫
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
転
倒
だ
け
で
は
な
く
、
た
ん
す
や

引
き
出
し
の
中
に
あ
る
も
の
が
飛
び
出
す
こ

と
や
ガ
ラ
ス
や
鏡
が
飛
散
し
、
け
が
を
す
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
引
き
出
し
や
開
き
戸
に

飛
び
出
し
防
止
器
具
を
取
り
付
け
た
り
、
ガ

ラ
ス
な
ど
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
な

ど
の
対
策
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

屋
外
に
潜
む
危
険
性

　
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
屋
外
に
も
危
険

は
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
で
は
、
ア
ン
テ
ナ
や
割
れ
た

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
が
落
下
し
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
電
柱
、
家
屋
な
ど
が
倒
壊
す
る
可
能
性

が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
頭
を
し
っ

か
り
と
保
護
す
る
と
と
も
に
、
建
物
な
ど
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
普
段
、
よ
く
利
用
す
る
道
路
や
避

難
経
路
と
し
て
利
用
す
る
道
路
な
ど
が
地
震

発
生
後
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
か
を
日

頃
か
ら
考
え
る
こ
と
も
、
大
切
な
対
策
の
一

つ
で
す
。
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て
、

地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
部
屋
は
『
安
全
』
で
す
か

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）
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ごみ箱は設置していません。
　墓前の供

く

物
もつ

などは、カラスやキツネ
などが食い荒らし、お墓の周りを汚し
ますので、必ずお持ち帰りください。

▼�１号車　美園･栄･緑･中央･富浦･登別方面�
（主に国道３６号ルート）

停　留　所 時間

行
　き

札幌トヨタ上鷲別寮※ 9:45
日教寺入口※ 9:47
鷲別中学校前バス停 9:51
鷲別小学校前バス停 9:52
はまなす団地バス停 9:54
栄町４丁目バス停 9:55
西富岸バス停 9:56
富岸バス停 9:59
道路事務所前バス停 10:00
㈲ムロト前※ 10:01
市民活動センターのぼりん向かい※ 10:04
桜木町１丁目バス停 10:05
新川町１丁目バス停 10:07
幌別中央バス停 10:08
幌別駅西口バス停 10:10
幌別小学校前バス停 10:12
市役所入口バス停 10:15
東小学校前バス停 10:16
ソーダ工場前バス停 10:17
クリンクルセンター前バス停 10:19
幸町３丁目バス停 10:23
すずらん団地バス停 10:24
富浦駅前バス停 10:28
登別駅前バス停 10:31
登別バス停 10:33
登別中学校前バス停 10:34
登別小学校前バス停 10:35
富浦墓地※ 10:40
第二富浦墓地（葬斎場）※ 10:45

帰
り

第二富浦墓地（葬斎場）※ 11:25
富浦墓地※ 11:30

▼�２号車　若草･富岸･青葉･川上･富士･幸方面�
（主に道道上登別室蘭線ルート）

停　留　所 時間

行
　き

上鷲別入口バス停 10:00
旭ヶ丘団地バス停 10:03
若草入口バス停 10:06
若草中央バス停 10:08
緑ヶ丘団地バス停 10:09
千代の台団地バス停 10:10
新生町１丁目バス停 10:12
新生町２丁目バス停 10:13
富岸２丁目バス停 10:14
富岸小学校前バス停 10:15
道南バス若山営業所前バス停 10:17
桜木団地バス停 10:21
明日中等前バス停 10:26
西小学校前バス停 10:27
市民会館前バス停 10:28
幌別ホームストア前バス停 10:29
旧山本内科医院前※ 10:32
セイコーマート登別中央店前※ 10:33
労働福祉センター前バス停 10:35
千歳町４丁目バス停 10:36
富浦墓地※ 10:45
第二富浦墓地（葬斎場）※ 10:50

帰
り

第二富浦墓地（葬斎場）※ 11:35
富浦墓地※ 11:40

停　留　所 時間

行
　き

富岸２丁目バス停（イオン側）

9:30
10:20
11:10
12:00

帰
　り

亀田霊園

9:55
10:45
11:35
12:30

・復路は、往路と反対の順で停留所に停車します。
・表内の※は、道南バス停留所以外の乗降場所です。

８月１３日（月） 富浦墓地・第二富浦墓地行き
亀田霊園行き

無料墓参バスを運行します

亀田霊園行き時刻表

富浦墓地・第二富浦墓地行き時刻表

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）
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昭
和
43
年
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
た
『
登
別
町
民
憲
章
』
は
、
昭
和

45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
し
、
よ
り
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
市
民
の
心
構
え
と
し
て
、
市
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
連
載
の
最
終
回
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
学
び
の
場
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
一
章
を
紹
介
し
ま
す
。

　『
登
別
市
民
憲
章
』
が
平
成
30
年
度
に
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
別
市
の
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
五
つ

の
章
を
一
章
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

＝5＝

実践活動の例

2018� 1968
市民憲章制定50周年

●�さまざまな分野の生涯学習に参
加し、視野を広げましょう。
●�自分たちのまちの文化や歴史に
ついて学び、まちのことをよく
知りましょう。
●�積極的にスポーツや文化活動に
親しみましょう。
●�お互いの考えを尊重し、協調性
を大切にしましょう。

　この章のキーワードは、『学び』です。
　市民一人ひとりが心豊かな生活を送るためには、生涯にわたって学び続けるこ
とが大切です。
　『教養をつむ』とは、学校で受ける教育や家庭での育み、地域社会での経験だ
けではなく、社会人としての労働に必要な知識や技能の習得、趣味を深めるため
の講座の受講、ボランティア活動への参加など、さまざまな機会で得た経験を自
身の糧とし、視野を広げ、成長することも含まれています。
　また、さまざまな場で人々との交流を深めることで、他人を思いやる気持ちや
感動する心など、豊かな心の育成にもつながります。
　そして、音楽鑑賞や美術鑑賞、文化サークルやスポーツサークルへの参加など、
生活の中に芸術やスポーツなどを取り入れることで、個々の感性が磨かれるとと
もに、創造力が豊かになり、毎日の暮らしに潤いを与えてくれます。
　市民の皆さんが、生涯を通じて毎日の生活を学びの場としながら、自己を磨き
続けることで、私たちのまち『のぼりべつ』は平和で文化の香り高い魅力的なま
ちになっていくことでしょう。

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）・登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内）

毎
日
の
生
活
に

市
民
憲
章
を

一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の
� かおり高いまちをつくりましょう

▲�年齢や性別に関係なく生涯
を通して学ぶことができる
『登別市ときめき大学』

◀�多くの市民が参加する『市
民スポーツ・健康フェステ
ィバル』

狩
かり

野
の

美
み

智
ち

子
こ

さん（若草町）

　わたしたちは　古い歴史と美しい自然に恵まれた
登別の市民です
　ここに　わたしたちの心がまえを定めてよりよい
まちをつくることに努めます

一　心身をきたえよく働いて　活気あふれる�
� 豊かなまちをつくりましょう
一　親切をつくし　きまりを守って　明るく�
� 住みよいまちをつくりましょう
一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の�
� いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう
一　未来をつくる青少年の　健全な�
� 夢の育つまちをつくりましょう
一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の�
� かおり高いまちをつくりましょう

登別市民憲章
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「
３
つ
の
楽
器
か
ら
奏
で
ら
れ
る
音

色
は
、
豊
か
で
奥
深
い
も
の
で
す
。
私

自
身
が
幼
い
頃
か
ら
、
箏こ

と

や
三さ

ん

絃げ
ん

（
三

味
線
）
を
続
け
て
き
た
の
も
、
こ
の
音

色
に
魅
せ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
」
と

笑
顔
で
『
三
曲
』
の
魅
力
を
教
え
て
く

れ
た
狩
野
さ
ん
。

三
曲
と
は
、
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ

る
『
箏
』
と
『
三
絃
（
三
味
線
）
』
、

『
尺
八
』
を
用
い
て
演
奏
さ
れ
る
管
弦

音
楽
の
総
称
で
、
日
本
に
古
く
か
ら
普

及
し
て
き
た
音
楽
で
す
。

狩
野
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
登
別
三

曲
協
会
は
、
三
曲
の
さ
ら
な
る
普
及
や

発
展
を
目
的
に
、
市
内
に
住
む
箏
や
尺

八
の
指
導
者
な
ど
が
流
派
の
垣
根
を
越

え
て
昭
和
48
年
に
発
足
。
同
協
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
音
楽
の
も

つ
美
し
さ
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
市
内
の
各
小
学
校

狩
野
さ
ん
は
、
邦
楽
鑑
賞
会
に
参
加

す
る
子
ど
も
た
ち
の
中
で
箏
を
見
た
こ

と
が
あ
る
人
は
数
え
る
程
度
で
、
ま
た
、

登
別
三
曲
協
会
の
会
員
数
も
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
今
で
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
て
も

世
界
中
の
音
楽
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
音
楽
に
ふ
れ

る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
楽
器
が
織
り
な
す
奥
深
い
音
色
は
な

に
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す
」
。

　
11
月
11
日
㈰
に
鷲
別
公
民
館
で
開
催

す
る
『
三
曲
演
奏
会
』
で
は
、
「
三
曲

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
方
も
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ど
こ
か
で
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
有
名
な
曲
も
演
奏
す
る

の
で
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
す
狩
野
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
三
曲
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

で
邦
楽
鑑
賞
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
目
の
前
で
演
奏
さ
れ
る
伝
統
的
な

音
楽
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に

楽
器
を
演
奏
す
る
授
業
は
、
道
内
で
は

登
別
市
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、

い
つ
も
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
音
を
奏

で
て
い
ま
す
」
。

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
音
色
を

三
曲
は
身
近
な
音
楽

昭和27年、虻田町（現洞爺湖町）生まれ。66歳。
幼い頃から、箏

こと

の手
て

解
ほど

きを受ける。結婚を機に、登別市に移り
住み、昭和58年、登別三曲協会に加入。平成27年、同協会の会
長に就任。市内で箏と三絃の教室を開く傍ら、小学校で行われ
る邦楽鑑賞会や市民文化祭などで、三曲の魅力を発信している。
雅号は、狩野雅

まさ

美
み

都
つ

。

　市内各小学校では平成４年から小学６年生
を対象に、『箏

こと

』と『三
さん

絃
げん

（三味線）』、
『尺八』の３つの楽器で奏でる音楽を身近に
感じてもらうとともに、伝統的な楽器に触れ、
豊かな心を育てることを目的に『邦楽鑑賞会』
を行っています。
　今号では、邦楽鑑賞会で演奏や指導を行っ
ている登別三曲協会の会長である狩野さんに、
これまで長きにわたって子どもたちに伝えて
きた思いについてお聞きしました。

日本で古くから好まれ
てきた音色を次世代を
担う子どもたちへ

▲�登別三曲協会会員から教えてもらい
ながら、楽器を演奏する子どもたち
（幌別西小学校）

狩
かり

野
の

美
み

智
ち

子
こ

さん（若草町）
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６
月
28
日
㈭
、
登
別
市
と
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
害
保
険
株
式
会
社
は
、
相
互
に
連
携
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
『
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協

定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
と
の
包
括
連
携
協
定
は
、
道
南
エ
リ
ア
の
市
町

村
で
は
初
と
な
る
協
定
で
、
暮
ら
し
の
安
全
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
高
齢
者
支
援
な
ど
、
10
項
目
に
つ
い
て
連
携

を
図
り
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　
本
協
定
に
よ
る
今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
『
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
に
よ
る
講
演
会
』
の
開
催
や
安
全
運
転
を

啓
発
す
る
『
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
締
結
式

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

連
携
協
定

▲�スクリーンに映し出された映像を見ながら、模擬運転をする
シミュレーターで、二酸化炭素などの排出量を確認した参加
者

　
７
月
１
日
㈰
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
登
別
市

民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
’18
イ
ン

登
別
・
白
老
』
（
登
別
市
・
白
老
町
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
、
多
く
の
人
が
出
店
を
予
定
し
て
い
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
訪
れ
た

約
１
千
人
の
来
場
者
は
、
生
ご
み
か
ら
作
ら
れ
た
『
た

い
肥
』
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

体
験
な
ど
に
参
加
し
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
し
た
。

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
’18
イ
ン
登
別
・
白
老

循
環
型
社
会
を
学
ぶ

6
� 28

▲�協定を取り交わす、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社執行
役員の山

やま

田
だ

英
えい

司
じ

さん（左）

▲�大人も子どもも息をのんで見守った迫力満点
の『登別伊達時代村忍者ショー』（第６回の
ぼりべつ夏祭り～いぶり食と文化の祭典～）

▲�オープニングを飾った『日向ひょっとこ踊り
「登別同好会」』（わくわく広場のぼりべつ
2018）

　
６
月
30
日
㈯
・
７
月
１
日
㈰
に
は
川
上
公
園
で
『
第
６
回
の

ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り
～
い
ぶ
り
食
と
文
化
の
祭
典
～
』
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
、
７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に
は
登
別
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
で
『
わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
１
８
』
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
の
ぼ
り
べ
つ
の

夏
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
『
第
６
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り
～
い
ぶ
り
食
と
文
化
の
祭
典

～
』
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
『
閻え

ん

魔ま

や
き
そ
ば
～
地
獄
の

早
食
い
自
慢
～
』
や
『
幌
別
ダ
ム
見
学
会
』
な
ど
の
参
加
型
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
の
高
等
学
校
、
各
種
団
体
に
よ
る
多
彩
な
発
表

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
料
理
が
販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
多
様
な
食
と
文
化
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

　
『
わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
１
８
』
で
は
、
登
別
市

出
身
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
・
斗と

猛も

矢や

さ
ん
に
よ
る
『
路
上
プ
ロ
レ

ス
』
や
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
ペ
ン
ギ

ン
の
シ
ョ
ー
、
夜
に
は
ニ
ク
ス
ラ
ン
ド
の
観
覧
車
に
乗
り
、
登

別
地
区
の
ま
ち
を
見
渡
す
『
ナ
イ
ト
ビ
ュ
ー
Ｎの

ぼ

り

べ

ｏ
ｂ
ｏ
ｒ
ｉ
ｂ

ｅ
ｔ

つｓ
ｕ
』
な
ど
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
催
し
が
行
わ
れ
、
会
場

に
は
多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

第６回のぼりべつ夏祭り～いぶり食と文化の祭典～・
わくわく広場のぼりべつ２0１８

のぼりべつの夏 始まる

７
� １

6/3０
～７/１・７/７～8
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７
月
３
日
㈫
、
幌
別
中
学
校
体
育
館
で
『
第

68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
式
』
（
同
運
動
登
別
地
区
推
進
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
伝
達
式
で
は
、
同
運
動
に
つ
い
て
内
閣
総
理

大
臣
や
北
海
道
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
た
ほ
か
、
幌
別
中
学
校
・
幌
別
小
学
校
・

幌
別
東
小
学
校
の
各
代
表
の
児
童
生
徒
が
、
い

じ
め
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
㈬
、
幌
別
小
学
校
で
『
世
代
間
交
流
事
業
』

（
登
別
市
学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員
会
、
幌
別
小

学
校
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
昔
の
遊
び
体
験
を
通
し
て
児
童
と
地

域
の
方
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
各

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
幌
別
小
学

校
の
２
年
生
約
40
人
と
地
域
の
方
14
人
が
参
加
。
地
域

の
方
は
、
子
ど
も
た
ち
に
竹
馬
、
め
ん
こ
な
ど
の
手
本

を
見
せ
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
け
ん
玉
を
教
え
て
い
た
佐さ

さ々

木き

興お
き

隆た
か

さ
ん
（
常
盤
町
）

は
、
「
持
ち
方
な
ど
の
基
本
を
教
え
た
ら
、
す
ぐ
に
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
い
て
、
み
ん
な
上
手
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

幌
別
小
学
校
『
世
代
間
交
流
事
業
』

み
ん
な
で
支
え
る

明
る
い
社
会

昔
の
遊
び
を
体
験
し
て
み
て

▲�みんなで支え合うことを誓う幌別中学校３年生の吉
よし

野
の

壮
そう

吾
ご

さん
（左）

▲�ルールを教えてもらいながら『おはじき』
で遊ぶ子どもたち

７
� 3

７
� ９

７
� 4

７
� ９

　７月９日㈪、市役所で『のぼりべつ市民便利帳』・
電話帳『タウンページ登別市版』との合冊版と別冊
『のぼりべつ防災タウンページ』の贈呈式（市・Ｎ
ＴＴタウンページ㈱北海道営業本部主催）を開催し
ました。
　市民便利帳と電話帳の合冊版は、市とＮＴＴタウ
ンページ㈱が北海道内初の試みとして平成24年に共
同制作し、今年で７回目の発行となり、市内に全戸
配布するほか、登別市へ転入してきた方へも配布し
ます。
　市民便利帳は、さまざまな機会に手に取っていた
だけるよう各種手続き方法や問い合わせ先などを結
婚や出産、転居などの出来事ごとに掲載しているほ
か、市の概要や取り組みなども紹介しています。

　また、『のぼり
べつ防災タウン
ページ』には、い
ざというときの連
絡先や市内の避難
所などを示した地
図を掲載しており、
持ち運びしやすい
ようＢ５版の冊子
としています。

　７月９日㈪、市民会館で『登別市デンマーク友好
都市中学生派遣交流団結団式』（市主催）を開催し
ました。
　同事業は、ホームステイなどを通じて、日本と異
なる文化を体験してもらうことで、豊かな人間性と
広い視野を育むことを目的として、市内の中学生を
デンマーク王国へ派遣しています。
　今年度は、生徒６人と引率者２人がイーエスコー
城などを訪れるほか、本市が２０２０年東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会のデンマーク王国
のホストタウンとなったことから、昨年度にはなか
ったスポーツ施設などの見学も行います。

　派遣交流団の一人、
緑陽中学校の山

やま

根
ね

大
ひろ

翔
と

さんは、「デン
マークの文化を学ん
だり、日本の文化を
伝えたりしたい」と
訪問への意欲を述べ
ていました。

『市民便利帳』・『電話帳』の合冊版と
別冊『のぼりべつ防災タウンページ』の贈呈式

登別市デンマーク友好都市
中学生派遣交流団結団式

情報満載の１冊

期待を胸に、デンマークへ

この記事の関連動画を次の
方法でご覧いただけます。
・ＵＲＬ：
https：//www.
youtube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

▲�真剣な表情で結団式に臨む派遣交
流団

▲�『のぼりべつ市民便利
帳』と『タウンページ
登別市版』との合冊版

▲�別冊『のぼり
べつ防災タウ
ンページ』
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

９月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
追
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓

い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追

　
原
爆
死
没
者
と
戦
争
犠
牲
者
を
追

悼
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
１
分
間
、
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
。

日
時
　

・�

８
月
６
日
㈪
８
時
15
分
（
広
島
市

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
）

・�

８
月
９
日
㈭
11
時
２
分
（
長
崎
市

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
）

・�

８
月
15
日
㈬
12
時
（
終
戦
の
日
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日�

時
　
８
月
22
日
㈬
14
時
ご
ろ
、
29

日
㈬
11
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

悼
式
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
22
日
㈬
10
時

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

※�

戦
没
者
の
遺
族
で
出
席
案
内
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
８
月
15
日
㈬

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※�

式
典
終
了
後
、
会
場
を
15
時
ま
で

開
放
し
ま
す
の
で
自
由
に
献
花
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

　
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
年
齢
は

原
則
と
し
て
60
歳
ま
で
で
す
が
、
60

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
本
人
の
希
望

　
市
は
、
平
和
の
大
切
さ
や
戦
争
の

悲
惨
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
社
会
を
築
く
た

め
、
『
平
和
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
の
広
島
市

や
長
崎
市
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
平
和
を
考
え
る
機
会
と
し

ま
せ
ん
か
。

展
示
期
間
・
場
所
　

・�

８
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
…
婦
人
セ

ン
タ
ー
１
階

・�
８
月
18
日
㈯
～
24
日
㈮
…
市
民
会

館
１
階

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�
（
☎
�
１
１
３
０
）

※�

情
報
伝
達
訓
練
と
し
て
、
定
期
的

に
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
民
プ
ー
ル
行
き
の
往
復
バ
ス
料

金
と
市
民
プ
ー
ル
入
館
料
を
合
わ
せ

た
『
市
民
プ
ー
ル
バ
ス
パ
ッ
ク
』
は
、

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
を
も
っ
て
、

販
売
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
『
市
民
プ
ー
ル
バ
ス
パ
ッ
ク
』
の

有
効
期
限
は
、
９
月
30
日
㈰
ま
で
で

す
。
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

登
別
市
戦
没
者
追
悼
式

平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

国
民
年
金
の

『
高
齢
者
任
意
加
入
制
度
』
を

ご
存
じ
で
す
か

平
成
30
年
度
平
和
展
を

開
催
し
ま
す

『
市
民
プ
ー
ル
バ
ス
パ
ッ
ク
』
の

有
効
期
限
は
９
月
30
日
㈰
で
す

地　区 収集期間 申込期間

中央町 ９月３日㈪～
９月８日㈯　

８月20日㈪～
８月31日㈮　

千歳町 ９月10日㈪～
９月15日㈯　

８月27日㈪～
９月７日㈮　

青葉町、緑町、
鉱山町、川上町

９月17日㈪～
９月22日㈯　

９月３日㈪～
９月14日㈮　

カルルス町、上
登別町、登別温
泉町、中登別町

９月24日㈪～
９月29日㈯　

９月10日㈪～
９月21日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①�

60
歳
ま
で
に
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間

（
10
年
以
上
）
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
不
足
期
間

を
満
た
す
た
め
に
65
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

特
例
と
し
て
、
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
期
間
に
お
い
て

も
、
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

す
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し

た
方
が
、
将
来
の
年
金
受
給
額
を

増
や
し
て
満
額
の
年
金
額
に
近
づ

け
る
た
め
に
、
65
歳
に
な
る
ま
で
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
３
期
）
、

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
２
期
）
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
第
２
期
）
の
納
期
限
は
８
月
31
日

㈮
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
登
別
市
景
観
・
み
ど
り
推
進
会
議

は
、
市
民
と
協
働
で
行
う
景
観
・
み

ど
り
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
同
推

進
会
議
に
所
属
す
る
各
団
体
な
ど
が

行
う
花
壇
の
整
備
や
沿
道
の
花
植
え

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
景

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
８
月
29
日
㈬
か
ら
９
月
４
日
㈫
ま

で
は
、
全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権

110
番
』
強
化
月
間
で
す
。

　
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
法

務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
、
通

常
よ
り
も
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
間
　

・�

８
月
29
日
㈬
～
31
日
㈮
、
９
月
３

日
㈪
・
４
日
㈫
８
時
30
分
～
19
時

・�

９
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
10
時
～
17
　

時
相
談
先
　
子
ど
も
の
人
権
110
番

�

（
☎
０
１
２
０

－

007

－

110
）

観
・
み
ど
り
づ

く
り
の
活
動
に

参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
同
推
進
会
議

の
活
動
に
つ
い

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

て
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

景
観
・
み
ど
り
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の

人
権
110
番
』
強
化
週
間

震診断に補助金を交付します耐 ▶問い合わせ
　建築住宅グループ（☎�４３９９）

木造住宅に対する補助 一定規模の建築物に対する補助

表 裏

 登別市版  マンホールカードが完成しました

○補助の主な条件　
・一戸建て住宅か併用住宅であること
・地上２階建て以下の在来軸組工法であること
・所有者が居住する住宅であること
・�昭和56年５月31日以前に着工した住宅である
こと

・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
○補助額　
・補助対象費用の３分の２（限度額５万円）

※�２階建て以下、延床面積が500平方㍍以下の
木造住宅で所有者または居住者が希望すると
きは、北海道が無料耐震診断を実施していま
すので、詳しくは、胆振総合振興局建設指導
課（☎�９５９４）まで問い合わせください。

　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を、建築物の所有者に補助
します。ただし、予算額を超える申し込みがあったときは選考を行う場合があります。

○補助の主な条件　
・�耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適格
建築物であること

・�昭和56年５月31日以前に着工した建築物であ
ること

・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
○補助額　
・補助対象費用の３分の２（限度額200万円）

 申�込方法 　建築住宅グループに備え付けの意
向確認書に必要事項を記入し、図面などを持
参のうえ10月31日㈬までに建築住宅グループ
に提出

 ※�一定規模の建築物については８月31日㈮まで
に提出。

　市のマンホールのふたをデザインしたカードをご希望の方
へ配布します。

▶配布開始日　８月11日㈯　　
▶配布時間　９時～17時30分
▶配布場所　平日…下水道グループ（市役所第２庁舎２階）
　　　　　　�土・日曜日、祝日…宿直室（市役所本庁舎１

階）
※配布は１人１枚です（当初配布枚数：2,000枚）。
▶問い合わせ　下水道Ｇ（☎�９０５２）

▲�わしべつフラワーロー
ド36号の花植え
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募
　
集

　
平
成
30
年
台
風
第
７
号
な
ど
に
伴

う
豪
雨
に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
府
県
に
対
す
る
義
援
金
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
12
月
31
日
㈪
ま
で

受�

付
方
法
　
日
本
赤
十
字
社
登
別
市

地
区
（
市
役
所
８
番
窓
口
）
に
持

参
す
る
か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
に
払
い
込
み

※�

払
い
込
み
の
場
合
、
口
座
記
号
番

号
は
０
０
１
３
０

－

８

－

６
３
５

２
８
９
、
口
座
名
義
は
『
日
赤
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
』

で
、
振
替
手
数
料
は
免
除
。

※�

払
い
込
み
で
領
収
書
発
行
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
通
信
欄
に
『
受
領

書
希
望
』
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
に
も
金
融
機

関
口
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://www.city.noboribet�

su.lg.jp/article/201807110001�
5/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
の
義
援
金
に
つ
い
て

　
『
平
成
30
年
大
阪
府
北
部
地
震
災

害
義
援
金
』
や
『
平
成
30
年
米
原
市

竜
巻
義
援
金
』
な
ど
も
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
登
別
市
地
区
（
社

会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１
１
）

日
時
・
場
所
　

・�

８
月
15
日
㈬
10
時
～
12
時
、
13
時

15
分
～
16
時
…
イ
オ
ン
登
別
店

・�

９
月
３
日
㈪
12
時
30
分
～
14
時
…

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
登
別
店

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

011

－

241

－

８
１
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

：kujyou.koueki@
pref.hokka�

ido.lg.jp

）
か
胆
振
総
合
振
興
局

に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
011

－
204

－
５
５
２
３
）

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

　
『
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
』

は
、
北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度

の
内
容
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。
自

身
の
利
害
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務

や
制
度
に
不
備
・
問
題
が
あ
る
と
き

は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
ま
す
。

申�

立
方
法
　
北
海
道
庁
の
『
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー
』
か
胆
振
総
合
振
興

局
総
務
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は

北
海
道
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（htt�

p://w
w
w
.pref.hokkaido.

lg.jp/ss/dsc/kujyou.htm

）
に

掲
載
し
て
い
る
苦
情
申
立
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
道
政
相
談
セ

ン
タ
ー
（
〒
060

－

８
５
８
８
札
幌

市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目
、
思

日
時
　
９
月
２
日
㈰
11
時
～
16
時

※
入
退
場
自
由
。

場
所
　
ア
ス
テ
ィ
45
ビ
ル
（
札
幌
市
）

対
象
　
高
校
生
以
上

内�

容
　
各
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大

学
の
教
職
員
が
、
講
義
内
容
・
学

日�

時
　
10
月
24
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場�

所
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
室
蘭

（
室
蘭
市
中
島
町
２
丁
目
28

－

６
）

受
験
料
　
７
千
円

※�

試
験
用
問
題
集
や
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
日
本
下
水
道
協
会
の
図

書
販
売
業
務
委
託
先
で
あ
る
東
京

官
書
普
及
株
式
会
社
（
☎
03

－

３

２
９
２

－

２
７
４
６
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

込
期
間
　
８
月
23
日
㈭
～
９
月
３

日
㈪

申�

し
込
み
　
８
月
中
旬
か
ら
下
水
道

グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
下
水
道
グ

ル
ー
プ
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

習
方
法
・
受
講
手
続
き
な
ど
を
個

別
に
説
明

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
（
☎
03

－

３
８
１
８

－

３
８

７
０
）

豪
雨
災
害
義
援
金
の
募
集

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
北
海
道
苦
情
審
査
委
員

制
度
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学

説
明
会
（
秋
期
）

北
海
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

児童扶養手当現況届
特別児童扶養手当所得状況届 を忘れずに

問い合わせ　子育てグループ（☎�５６３４）

　各手当を受給されている方は、毎年、『児童扶養手当現況届』
または『特別児童扶養手当所得状況届』を提出する必要があり
ます。
　該当する方には手続書類を送付しますので、必ずそれぞれの
期間内に提出してください。なお、出張受付も行います。
※�提出されない場合、８月分以降の手当が支給停止となります
ので、ご注意ください。

▶受付期間　
　児童扶養手当現況届　８月１日㈬～31日㈮
　特別児童扶養手当所得状況届　８月13日㈪～９月11日㈫
▶受付場所　
　子育てグループ（市役所１階７番窓口）
▶出張受付（日時・場所）　
　８月16日㈭９時30分～13時30分　婦人センター
　８月28日㈫10時～16時　鷲別公民館
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



鉄筋
ひび割れ

高さ

控え壁

根入れ
深さ

基礎

厚さ

写真で語る昔の
　
ア
フ
リ
カ
・
ト
ー
ゴ
共
和
国
出
身

の
ア
シ
ィ
　
ア
ワ
さ
ん
が
自
国
の
文

化
や
日
本
で
の
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

日�

時
　
８
月
23
日
㈭
18
時
～
19
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

テ
ー
マ
　
私
の
国
ト
ー
ゴ

講
師
　
ア
シ
ィ
　
ア
ワ
さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
８
月
22
日
㈬
ま
で
に
、

日
時
・
場
所
　

①�

９
月
26
日
㈬
14
時
～
15
時
…
市
民

会
館

②�
９
月
27
日
㈭
14
時
～
15
時
…
室
蘭

税
務
署
（
室
蘭
市
入
江
町
１

－

13

室
蘭
地
方
合
同
庁
舎
）

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
来
場
の
際
に
は
、
公
共

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

11
月
５
日
㈪
は
伊
達
市
、
11
月
６

日
㈫
は
虻
田
郡
洞
爺
湖
町
で
開
催

し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

内�

容
　
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

つ
い
て

申�

し
込
み
　
①
は
９
月
５
日
㈬
ま
で
、

②
は
９
月
６
日
㈭
ま
で
に
登
別
商

工
会
議
所
経
営
支
援
課
（
中
央
町

５
丁
目
６

－

１
、
☎
�
４
１
１
１
）

の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
　
同
課

�

（
☎
�
４
１
１
１
）

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

平
成
30
年
度
第
３
回

国
際
理
解
講
座

事
業
者
向
け

『
消
費
税
軽
減
税
率
等

説
明
会
』
を
開
催
し
ま
す

第13回 『カルルス温泉開業式』
　

▲�旗や門などを建て、華々しく来賓を
出迎えた（幌別地区）

　
明
治
32
年
８
月
６
日
に
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
の

鈴
木
旅
館
付
近
で
開
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
や
現
在
の
札
幌
市
な
ど
か
ら
100
人
以
上

が
集
ま
っ
た
開
業
式
。
式
典
の
中
で
朗
読
さ
れ

た
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
開
発
沿
革
』
の
文
章
は
、

そ
の
後
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
を
紹
介
す

る
際
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
幌
別
地
区
に
お
い
て
も
、
『
幌
別

カ
ル
ル
ス
温
泉
開
業
式
』
と
大
き
く

書
か
れ
た
門
と
開
発
者
の
地
元
・
幌

別
村
、
輪
西
村
の
有
志
か
ら
贈
ら
れ

た
旗
が
建
て
ら
れ
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
幌

別
駅
よ
り
約
500
㍍
東
側
に
あ
っ
た
幌

別
停
車
場
や
そ
の
付
近
に
設
け
ら
れ

た
休
息
所
に
は
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
ま

で
来
客
を
送
迎
す
る
た
め
の
馬
車
や

馬
が
並
び
ま
し
た
。

　
今
年
で
開
湯
119
年
を
迎
え
る
カ
ル

ル
ス
温
泉
は
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や

す
湯と

う

治じ

場ば

と
し
て
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

－明治32年８月６日－

ブロック塀の安全点検をお願いします
問い合わせ

建築住宅グループ
（☎�４３９９）

１．塀の高さは地盤から2.2㍍以下か
２�．塀の厚さは10㌢㍍以上か（塀の高さが2.0㍍以上2.2㍍以下の
場合は、厚さは15㌢㍍以上）
３�．塀の高さが1.2㍍を超える場合、塀の長さ3.4㍍以下ごとに塀
の高さの５分の１以上、突出した控え壁があるか
４．コンクリートの基礎があるか
５．塀に傾きやひび割れがないか
　※鉄筋が入っているか、建築士などの専門家へ相談しましょう。

　ブロック塀以外の組積造（れんが造、石造、鉄筋の
ないブロック造）については、市公式ウェブサイト
（http://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/20180627�
00057/）に掲載しています。

　平成30年６月18日に発生した大阪府北部を震源とする地震により、大阪府ではブロック塀が倒壊し、人的
被害が生じました。
　皆さんのご自宅や事業所周辺のブロック塀は安全ですか。次の１～５の項目について、点検をお願いしま
す。一つでも適合しないものがある場合は、危険な状態ですので、付近の通行者への速やかな注意表示をす
るとともに、建築士などの専門家へご相談ください。

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）
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募�

集
作
品
　
自
由
詩
（
Ｂ
４
判
400
字

詰
原
稿
用
紙
）

※�

小
学
１
～
４
年
生
に
つ
い
て
は
、

学
年
に
応
じ
た
大
き
な
マ
ス
の
作

文
用
紙
を
使
用
で
き
ま
す
。

※
１
人
２
点
ま
で
。

応�

募
部
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
、
高
校
生
・
一
般
の
部

選
考
基
準
　

日�

時
　
９
月
８
日
㈯
９
時
30
分
～
12

時
30
分

場�

所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
２

階
研
修
室

内�

容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
心
肺
蘇

生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止

血
法
な
ど
）

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
消

防
署
・
警
備
Ｇ
（
☎
�
２
５
５
１
）

問�

い
合
わ
せ
　
福
岡
県
柳
川
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
０
９
４
４

－

73

－

８
１
１
１
）

○�

現
代
社
会
を
反
映
、
表
現
し
て
い

る
こ
と

○�

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
こ

と
○
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と

○�

自
分
の
世
代
の
目
で
み
て
い
る
こ

と
募
集
期
限
　
９
月
５
日
㈬
（
必
着
）

※�

応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

①
情
報
シ
ス
テ
ム
科
　

期�

間
　
９
月
３
日
㈪
か
ら
11
月
30
日

㈮
ま
で

場
所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会

募
集
期
限
　
８
月
20
日
㈪
ま
で

②
介
護
実
務
者
研
修
　

期�

間
　
９
月
10
日
㈪
か
ら
平
成
31
年

３
月
８
日
㈮
ま
で

場�

所
　
北
海
道
福
祉
教
育
専
門
学
校

（
室
蘭
市
母
恋
北
町
１
丁
目
５

－

11
）

募
集
期
限
　
８
月
24
日
㈮
ま
で

③
Ｏ
Ａ
基
礎
科
　

期�

間
　
９
月
20
日
㈭
か
ら
12
月
19
日

㈬
ま
で

場�

所
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
る

く
る
ネ
ッ
ト
（
室
蘭
市
東
町
４
丁

目
29

－

１
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
１
階
）

募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈮
ま
で

定
員
　
①
20
人
、
②
30
人
、
③
15
人

※
選
考
試
験
が
あ
り
ま
す
。

※�

願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
設

日�

時
　
９
月
25
日
㈫
～
10
月
11
日
㈭

18
時
～
20
時
（
金
・
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
10
日
間
・
計
20
時
間
）

場�

所
　
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
Ｏ
Ａ
室
（
室
蘭
市
み
ゆ
き

町
２
丁
目
９

－

５
）

対�

象
　
市
内
ま
た
は
近
郊
の
企
業
な

ど
に
勤
務
し
て
い
る
方

内�

容
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
す

る
基
礎
知
識
の
習
得

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申�

し
込
み
　
８
月
21
日
㈫
か
ら
９
月

○
一
般
曹
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　
９
月
７
日
㈮
ま
で

○
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
　
９
月
12
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
な
ど
の
請
求
先
　

　�

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭

地
域
事
務
所
（
〒
050

－

０
０
８
３

室
蘭
市
東
町
２
丁
目
21

－

12
石
井

ビ
ル
１
階
、
☎
�
９
５
３
３
）

置
し
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
�
８
６
８
９
）
、
北
海
道
立

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
（
☎
�

７
８
２
０
）

４
日
㈫
ま
で
に
同
学
院
能
力
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
８
２
０
）

　
福
祉
・
介
護
に
関
心
が
あ
る
方
や
、

市
内
介
護
事
業
所
に
介
護
職
と
し
て

就
労
し
て
１
年
未
満
の
方
を
対
象
に
、

介
護
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
習

得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

※�

こ
の
研
修
で
は
『
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ａ
』
（
身
体
介
護
を
必
要
と
し

な
い
高
齢
者
の
家
を
訪
問
し
、
掃

除
や
調
理
な
ど
の
家
事
を
援
助
す

る
サ
ー
ビ
ス
）
に
従
事
で
き
る
資

格
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

研
修
日
程
　

①�

９
月
13
日
㈭
13
時
30
分
～
17
時
…

介
護
の
職
場
見
学
ツ
ア
ー
（
市
民

会
館
に
集
合
）

②�

10
月
５
日
㈮
９
時
～
14
時
30
分
…

介
護
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の

講
義
（
婦
人
セ
ン
タ
ー
）

③�

10
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭
10
時
～
14

時
…
見
学
実
習
（
市
内
介
護
事
業

所
）

④�

10
月
12
日
㈮
９
時
～
13
時
50
分
…

自
立
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義

（
婦
人
セ
ン
タ
ー
）

※�

介
護
職
と
し
て
就
労
し
て
い
る
方

や
、
『
訪
問
サ
ー
ビ
ス
Ａ
』
の
従

事
を
希
望
す
る
方
は
、
①
・
③
の

受
講
を
免
除
で
き
ま
す
。

※�

希
望
に
よ
り
③
の
見
学
実
習
先
で

　
室
蘭
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

〔
西
い
ぶ
り
２
市
３
町
〕
で
は
、
判

断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
な
ど
を

支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

開
催
日
時
や
場
所
な
ど
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
〔
西
い
ぶ
り
２
市
３
町
〕

（
☎
�
５
０
６
２
）

採
用
の
面
接
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
10
日
㈪
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

白
秋
献
詩
（
自
由
詩
）
募
集

救
急
救
命
講
習
会

職
業
訓
練
生
募
集

自
衛
官 

募
集

介
護
の
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

成
年
後
見
制
度
出
前
講
座
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

パ
ソ
コ
ン
入
門

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



職員募集のお知らせ

※�市は、障がいのある方の雇用促進に努めています。ただし、受験できる方は、活字印刷文による試験に対
応できる方で、介助者なしで職務の遂行が可能な方とします。
※詳しい受験資格については、受験申込書に添付している採用試験の案内などでご確認ください。

●任用期間　９月１日㈯～平成31年３月31日㈰
※�勤務成績が良好な場合は、任用期間満了後、さらに１年の更新ができます。
●試験日・場所　８月22日㈬　登別市役所
※詳しい時間などについては、８月20日㈪までに文書で通知します。
※応募状況によっては、試験日が変更となることもあります。
●試験方法　面接試験
●�申込方法　人事・行政管理グループまたは各支所に備え付け、または市公式ウェブサイト（http://www�
.city.noboribetsu.lg.jp/article/2018071900028/）に掲載の申込書に必要事項を記入の上、８月15日㈬ま
でに人事・行政管理グループに持参

平成31年度採用　登別市職員を募集します

登別市嘱託員を募集します

▶問い合わせ
　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

募集職種 徴収員（２人） 調理員（１人）
勤務場所 国民健康保険グループ 学校給食センター

業務内容 国民健康保険税等の徴収業務など 学校給食の調理や食器などの洗浄、簡単な機械操作業務
など

勤務条件

【一日の勤務時間】
①９時～16時、②11時～17時、③10時45分～17時30分
※１週間のうち①が２回、②が２回、③が１回

【一日の勤務時間】
①８時30分～15時30分、②９時～16時
※①と②を２週間ごとに交代。

【休日】土・日曜日、祝日など 【休日】土・日曜日、祝日など
【給料月額】133,600円 【給料月額】124,400円

応募要件
【資格など】普通運転免許を有し、２年以上運転経験の
ある方

【資格など】体力のある方（重量物の取り扱いが多いた
め）

【年齢】昭和29年４月２日～昭和58年４月１日生まれの
方

【年齢】昭和34年４月２日～昭和58年４月１日生まれの
方

●受験資格
職種区分 試験区分 要　　　　件

事　務

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒
業見込みで、平成４年４月２日以降に生まれた
方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、平成４年４月
２日以降に生まれた方

土　木

大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和63年４月
２日以降に生まれた方

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒
業見込みで、昭和63年４月２日以降に生まれた
方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和63年４月
２日以降に生まれた方

建　築

大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和63年４月
２日以降に生まれた方

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒
業見込みで、昭和63年４月２日以降に生まれた
方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和63年４月
２日以降に生まれた方

消　防

大学卒業
程　　度

大学を卒業または卒業見込みで、平成４年４月
２日以降に生まれた方

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業または卒
業見込みで、平成４年４月２日以降に生まれた
方

高校卒業
程　　度

高校を卒業または卒業見込みで、平成４年４月
２日以降に生まれた方

身体
条件

１　視力（矯正視力を含む）が0.7以上であること
２　聴力が左右ともに正常であること

●採用職種・採用予定人数
職種区分 試験区分 採用予定人数
事 務 短大・高校卒業程度　　　 ５人程度
土 木 大学・短大・高校卒業程度 ３人程度
建 築 大学・短大・高校卒業程度 ３人程度
消 防 大学・短大・高校卒業程度 ３人程度

●試験日時・場所
区分 日　時 場　　　所

第１次
試験

９月16日㈰
９時30分集
合

事務 鉄南ふれあいセンター
幌別町３丁目17－１
� （☎�２９６６）

土木
建築

消防 登別市役所　第２委員
会室

第２次
試験 10月下旬予定 登別市役所

●申込方法
受付期限 ８月17日㈮まで

提出方法

人事・行政管理グループと各支所に
備え付け、または市公式ウェブサイ
ト （http://www3.city.noboribets�
u.lg.jp/jinji/）に掲載の受験申込書
と受験票に必要事項を記入の上、人
事・行政管理グループに持参または
郵送（８月17日㈮消印有効）

●試験の方法
区　分 試　験　科　目
第１次
試験

一般教養、作文、適性検査、専門試験（土
木・建築のみ）

第２次
試験

面接試験、体力試験・健康診断書審査（消
防のみ）
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所　得　区　分 １年間の自己負担限度額
【参考】平成29年８
月～30年７月までの
自己負担限度額　　

�現役並み所得者
課税所得690万円以上 212万円

67万円課税所得380万円以上690万円未満 141万円
課税所得145万円以上380万円未満 67万円（改正なし）

一　　般（課税所得145万円未満） 56万円（改正なし） 56万円
住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 31万円（改正なし） 31万円
区分Ⅰ 19万円（改正なし） 19万円

所　得　区　分
１カ月の自己負担限度額

外来＋入院〔世帯単位〕 多数該当

現役並み
所得者

課税所得
690万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％ 140,100円

課税所得
380万円以上
690万円未満

167,400円＋（医療費－558,000円）×１％ 93,000円

課税所得
145万円以上
380万円未満

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円

所　得　区　分 外来〔個人単位〕 外来＋入院〔世帯単位〕 多数該当

一般（課税所得145万円未満） 18,000円
１年間の自己負担限度額：144,000円 57,600円 44,400円

�住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 8,000円 24,600円
区分Ⅰ 8,000円 15,000円

高額療養費の限度額について

高額介護合算療養費の限度額について

後期高齢者医療制度
のお知らせ

～平成30年８月から自己負担額が見直されます～

問い合わせ
年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合
� （☎011－290－5601）

※�課税所得とは、収入金額から公的年金等控除、給与所得控除、必要経費等を差し引いて求めた総所得金額など
から、さらに各種所得控除（社会保険料控除、医療費控除など）を差し引いた金額です。
※�多数該当とは、過去12カ月に３回以上、世帯単位における高額療養費の支給に該当し、４回目以降の支給に該
当する場合です。
※�区分Ⅰは、世帯全員の所得が０円または老齢福祉年金を受給している方、区分Ⅱは、区分Ⅰに該当しない方で
す。

※後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
※支給額が500円以下の場合は支給されません。

◇高額療養費制度とは
　１カ月（１日から末日まで）の医療費の自己負担額が限度額を超えたとき、超えた額が高額療養費
として支給されるものです。

◇平成30年８月からの自己負担限度額

◇高額介護合算療養費制度とは
　医療保険と介護保険の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。同じ世帯の被保険者が、
１年間（８月１日～翌年７月31日）に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度
額を超えたときは、その超えた額が高額介護合算療養費として支給されます。

◇平成30年８月～平成31年７月までの自己負担限度額
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ９月15日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：阿

あ

部
べ

　洋
よう

介
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

９月７日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

８月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

８月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

８月16日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

８月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

成年後見制度に
関する無料相談

月～土曜日
９時～17時

室蘭成年後見
支援センター
〔西いぶり２
市３町〕（室
蘭市東町）

認知症や障がいなどにより判
断能力が不十分な方の、契約
手続きや財産管理などに関す
ること

室蘭成年後見支援
センター〔西いぶ
り２市３町〕
（☎�５０６２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時
※８月15日㈬を除く。 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
※�８月13日㈪～16日㈭を
除く。
土曜日
10時～17時
※８月11日㈯を除く。

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 無期転換ルールや賃金などの

労働条件、職場内のいじめ
（パワーハラスメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

８月22日㈬、９月12
日㈬
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 ８月15日㈬
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
８
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
縁
日
ご
っ
こ
、
遊
具
を
使
っ

た
自
由
遊
び
、
手
遊
び
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
８
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時

日
時
　
９
月
１
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は
２
人
）

※�

子
ど
も
が
参
加
し
な
い
場
合
は
、

保
護
者
１
人
で
の
参
加
可
。

定
員
　
８
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

申�

し
込
み
　
８
月
６
日
㈪
か
ら
10
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
・
対
象
　

○�

１
歳
児
グ
ル
ー
プ
　
９
月
25
日
か

ら
11
月
６
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

10
時
～
11
時
45
分
（
全
７
回
）
・

１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日�

時
　
９
月
11
日
㈫
９
時
30
分
～
13

時
集�

合
場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
自
然
探

索
、
焼
き
芋

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
77
円
（
保
険
料
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
帽
子
、
昼
食
、

飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）
、
敷

物
、
タ
オ
ル
な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
14
日
㈫
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

定
員
　
各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

持�

ち
物
　
オ
ム
ツ
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
27
日
㈪
か
ら
31
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

○�

２
歳
児
グ
ル
ー
プ
　
９
月
27
日
か

ら
11
月
８
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

10
時
～
11
時
50
分
（
全
７
回
）
・

２
歳
６
カ
月
か
ら
３
歳
５
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内�
容
　
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
運
動
遊
び
、
製
作
な
ど

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
楽
し
み
デ
ー

『
小
麦
粉
粘
土
』
で
遊
ぼ
う

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

も
の
作
り
講
座
『
箱
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
の
椅
子
づ
く
り
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

遊
び
の
広
場

１
歳
児
・
２
歳
児
グ
ル
ー
プ

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

親
子
バ
ス
遠
足

『
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成30年４月生まれ）

９月12日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年11月生まれ）

９月20日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年１月27日～
２月28日生まれ）

９月26日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年８月１日～
８月26日生まれ）

９月６日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

９月19日㈬
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談

22 ２０１８．８月号 � すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
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中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
８
月
23
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
マ
マ
の
工
作
教
室
（
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
空
き
箱
で
作
る
丸
い
す
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
オ
ム
ツ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

日�

時
　
９
月
27
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
講

座 さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
オ
ム
ツ
な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
20
日
㈪
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
や
輪
投
げ
な

ど
の
プ
チ
夏
ま
つ
り

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
心
理
的
な
側
面
か
ら
み
た
子

ど
も
の
発
達
・
成
長
に
つ
い
て

講�

師
　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
園
・
有あ

り

澤さ
わ

恵め
ぐ

美み

さ
ん

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
８
月
９
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
８
月
21
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

日
時
・
場
所
　

・�

８
月
９
日
㈭
…
鷲
別
保
育
所
、
富

士
保
育
所

・�

８
月
23
日
㈭
…
栄
町
保
育
所
、
幌

別
東
保
育
所
、
登
別
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
外
遊
び
、
水
遊
び

※
雨
天
時
は
室
内
遊
び
。

持�
ち
物
　
上
靴
、
帽
子
、
靴
、
水
着

ま
た
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
水
遊
び
用
の

紙
パ
ン
ツ
、
タ
オ
ル
、
サ
ン
ダ
ル

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
８
月
10
日
㈮
10
時
～
12
時

日�

時
　
８
月
23
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
初
め
て
の
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
方

内�

容
　
妊
婦
同
士
の
交
流
や
先
輩
マ

マ
と
の
情
報
交
換

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
８
月
22
日
㈬
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
９
月
３
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
親
子

内�

容
　
自
由
遊
び
、
工
作
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

０
歳
児
は
い
は
い
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

０
歳
児
よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

１フ
ァ
ー
ス
ト

ｓ
ｔ
Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

日時 診療所・住所・電話番号

８月５日㈰
９時～11時

ちりべつファミリー歯科医院�（☎㊶４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７
かただ歯科医院� （☎�１２７０）
登別市登別東町２丁目27－１

８月11日㈯
９時～11時

J.F
フ ク ダ

UKUDA D
デ ン タ ル

ENTAL C
ク リ ニ ッ ク

LINIC （☎㊶７７５５）
室蘭市中島町１丁目31－10

８月12日㈰
９時～11時

グリーン・デンタル・クリニック�（☎㊶３１１８）
室蘭市八丁平１丁目49－23
ほほえみファミリー歯科
 （☎０１４２㉓５００６）
伊達市末永町62－17

８月19日㈰
９時～11時

ありじ歯科クリニック （☎�５０４１）
室蘭市宮の森町４丁目22－39

８月26日㈰
９時～11時

飯渕歯科医院 （☎㊺５８３４）
室蘭市中島町３丁目27－10

９月２日㈰
９時～11時

いしい歯科 （☎�３３６７）
室蘭市東町２丁目22－６
くどう歯科クリニック�（☎�００４８）
登別市富岸町２丁目11－３

８月～９月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

23  ２０１８．８月号  すくすく子育て　いきいき健康



日�

時
　
９
月
６
日
㈭
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
、
オ
ム
ツ
、
バ
ス
タ

オ
ル
１
枚

申�

し
込
み
　
８
月
６
日
㈪
か
ら
10
日

㈮
ま
で
の
13
時
か
ら
17
時
ま
で
に

鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
１
２
３
５
）

日
時
　
８
月
28
日
㈫
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
着
替

え
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
20
日
㈪
か
ら
24
日

㈮
ま
で
の
13
時
か
ら
17
時
ま
で
に

鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
１
２
３
５
）

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
申�
し
込
み
　
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日�

時
　
９
月
25
日
㈫
12
時
30
分
～
14

時
30
分

集�

合
場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

象
　
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
施

設
見
学
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
工
作

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

日
時
　
８
月
24
日
㈮
10
時
～
13
時

場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

※�

バ
ス
の
乗
り
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
ミ
ニ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
水
遊
び
、

お
も
ち
ゃ
遊
び
な
ど

持
ち
物
　
昼
食
な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
20
日
㈪
ま
で
に
同

サ
ロ
ン
事
務
局
・
稲
葉
さ
ん

　
（
☎
090

－

２
８
１
３

－

８
７
１
１
）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児
ク
ラ
ス

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
講
座

『
ま
ち
を
知
ろ
う
』

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

鉱
山
へ
ミ
ニ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
行
き
ま
せ
ん
か

～
鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン
『
と
～
ま
す
』
～

検診名 子宮頸
けい

がん検診 乳がん検診

時間・場所 ・10時30分までに『しんた21』に集合（しんた21発着の無料送迎バス運行）
・13時から北海道対がん協会札幌がん検診センターで検診

対象 偶数月生まれの20歳以上の女性 偶数月生まれの40歳以上の女性
内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 各40人（定員を超えた場合は抽選）
料金 1,700円 2,200円（50歳以上は1,900円）

▶�申し込み　８月27日㈪までに、希望する検診名、氏名（ふりがな）、生年月日、住所、
電話番号、健康保険の種類を記入の上、郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グ
ループ（〒059－0016片倉町６丁目９－１、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@
city.noboribetsu.lg.jp）
▶�問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、住民税非課税世帯
は、無料で検診を受けることができます。
※�４月１日現在で、子宮頸がん検診は20歳の方に、乳がん検診は40歳の方に発送した無料
クーポン券も使用できます。

10月３日水　女性のがん検診  札幌ツアー  のお知らせ
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日
時
　

①
９
月
１
日
㈯
、
②
９
月
５
日
㈬

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15

時
30
分
。

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　

①
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

日
時
　
８
月
31
日
㈮

①
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

③
18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�

象
　
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
と
そ
の
家
族

内�

容
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
な
る

食
事
に
つ
い
て

※�

試
食
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
と
果
物
・

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
付
き
。

定
員
　
各
時
間
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
�
１
７
７
１
）

日�

時
　
９
月
１
日
㈯
９
時
50
分
～
12

時
（
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
蓬ほ

う

崍ら
い

殿で
ん

（
室
蘭
市
宮
の
森
町
）

内�

容
　
講
演
（
①
在
宅
医
療
の
現
状
、

②
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

内
容
　

①�

沐も
く

浴よ
く

・
オ
ム
ツ
交
換
の
体
験
実
習
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

②�

先
輩
マ
マ
と
の
交
流
会
、
妊
娠
中

の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
妊
娠
期
・
産
後

の
食
生
活
や
離
乳
食
の
話
な
ど

定
員
　
①
20
組
、
②
20
人

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
順
。

申�

し
込
み
　
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日
時
　
８
月
18
日
㈯
11
時
～
12
時

場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容
　
医
療
相
談
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
説
明

講�

師
　
ニ
ナ
ル
カ
の
里
施
設
長
・
永な

が

山や
ま

雅ま
さ

一か
ず

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

日
時
　
９
月
１
日
㈯
13
時
30
分

場�

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町
）

内�

容
　
発
達
障
が
い
に
関
す
る
講
演

会
、
心
理
的
疑
似
体
験
な
ど

講�
師
　
胆
振
教
育
局
教
育
支
援
課
義

務
教
育
指
導
班
指
導
主
事
・
坂ば

ん

内な
い

仁ひ
と
し

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈮

申�

し
込
み
　
任
意
様
式
で
参
加
者
の

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業

（
勤
務
先
）
・
質
問
（
希
望
者
の

み
）
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
室
蘭
Ｌ
Ｄ
を
考
え
る
会
・
熊く

ま

谷が
い

さ
ん
（
☎
思
�
１
９
２
３
、
Ｅ

メ
ー
ル
：ld.in.muro@gmail.com

）

②
在
宅
の
看み

取と

り
を
通
し
て
）
、

終
活
ノ
ー
ト
の
説
明
と
記
載
（
終

活
ノ
ー
ト
無
料
配
布
）
、
座
談
会

講
師
　

①�

ひ
じ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

岡お
か

本も
と

拓た
く

也や

さ
ん

②�

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
母
恋
看

護
師
・
鈴す

ず

木き

明あ
き

子こ

さ
ん

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
看
護
協
会
事

業
課
事
業
係

�

（
☎
011

－

861

－

３
２
９
２
）

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

『
知
ろ
う
、
食
べ
よ
う
、
国
保

栄
養
教
室
』
を
開
催
し
ま
す

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
自
分
ら

し
い
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
』

医
療
相
談
・
講
習
会

～
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
～

教
育
講
演
会
『
発
達
障
が
い

心
理
的
疑
似
体
験
』

申 し 込 み

会場 登別会場 室蘭会場 伊達会場 洞爺会場

日時
10月20日㈯
14時～16時
30分

10月20日㈯
14時～17時

10月27日㈯
14時～17時

10月27日㈯
14時～16時
30分

場所 しんた21 室蘭市保健センター
伊達市保健
センター

洞爺湖町
健康福祉
センター

対象 20歳以上の方

内容 問診・視触診による一次検診

定員 各会場60人程度（定員を超えた場合は抽選）

料金 1,000円

検診名 胃がん検診 大腸がん検診
日時・場所

・10月４日㈭８時30分～12時…鷲別公民館
・10月５日㈮８時30分～12時…しんた21

対象 40歳以上の方
（今年度中に40歳になる方も含む）

内容 胃バリウム検査 便潜血検査
定員 各検診・各日50人（定員を超えた場合は抽選）
料金 2,900円 1,100円

▶�申し込み　８月６日㈪から９月10日㈪までに、希
望する検診会場、氏名（ふりがな）、性別、生年
月日、住所、電話番号を電話またはファクスで健
康推進グループ（☎�０１００、思�０１１１）

▶�申し込み　８月31日㈮までに、希望する検診名
（日時・場所）、氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号、健康保険の種類を記入の上、
郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グ
ループ（〒059－0016片倉町６丁目９－１、思
�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.nobo�
ribetsu.lg.jp）

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入
者、生活保護世帯、住民税非課税世帯は無料です。

 ４会場  で口腔がん検診を行います 胃がん・大腸がん検診のお知らせ
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

８
月
号

車両通行止め区間

交通規制期間　９月１日㈯９時～２日㈰23時

●

●

北海道銀行
登別支店

室蘭信用金庫
幌別支店

●
市役所

●

●

幌別小学校

コンビニエンス
ストア

　
毎
週
月
曜
日
と
祝
日
（
８
月
11
日

㈯
）
、
最
終
金
曜
日
（
８
月
31
日
㈮
）

は
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
市
内
の
小
学
１
年
生
が
夏
休
み
に

育
て
た
あ
さ
が
お
を
各
校
10
点
ず
つ

展
示
し
ま
す
。

展�

示
期
間
　
８
月
29
日
㈬
～
９
月
２

日
㈰
９
時
～
17
時

場�

所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

日
時
　
９
月
２
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�
し
込
み
　
９
月
１
日
㈯
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
�
２
０
６
９
）

持
ち
物
　
古
い
布
、
昼
食

申�

し
込
み
　
８
月
15
日
㈬
か
ら
28
日

㈫
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
・
内
容
　
８
月
25
日
㈯

〇�

15
時
～
15
時
30
分
…
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
見
学

〇�

15
時
35
分
～
16
時
５
分
…
お
は
な

し
会

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

日
時
　
８
月
30
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
９
月
８
日
㈯
９
時
30
分
～
15

時
場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

内�

容
　
古
い
浴
衣
や
布
団
生
地
な
ど

を
利
用
し
た
ぞ
う
り
作
り

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

　
故
諏す

訪わ

英ひ
で

雄お

さ
ん
（
登
別
美
術
協

会
初
代
会
長
）
と
現
顧
問
の
赤あ

か

谷た
に

良よ
し

文ふ
み

さ
ん
の
油
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。

展�

示
期
間
　
８
月
２
日
㈭
～
９
月
13

日
㈭
10
時
～
17
時
（
９
月
13
日
㈭

は
15
時
ま
で
）

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ
２
階

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会
・
桐
さ
ん

�

（
☎
�
５
４
９
０
）

市
立
図
書
館 

休
館
情
報

第
19
回
あ
さ
が
お
展

縄
文
土
器
を
作
ろ
う

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
『
全
国
訪
問

お
は
な
し
隊
』
が
や
っ
て
き
ま
す

本
を
紹
介
し
合
う

『
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ
』

郷
土
資
料
館 

体
験
学
習

『
布
ぞ
う
り
作
り
』

創
立
40
周
年
記
念
特
別
二
人
展

 

～
登
別
美
術
協
会
～

問い合わせ　登別市文化・スポーツ振興財団（☎�１１１６）

９月１日㈯10時～21時
９月２日㈰10時～20時30分

市役所前の通り（駐車場はありません）

よしもとお笑いまつりi
イ ン

n登別

清
し

水
みず

ミチコ トーク＆
アンド

ライブ2018

9／10

10／26

登別市民憲章制定50周年記念
第30回 幌別地区手づくり祭り

日時

会場
交通規制を行います

日時　９月10日㈪18時30分（18時開場）
会場　市民会館大ホール
出�演者　かまいたち、ジャングルポケット、�
おかずクラブ、おばたのお兄さん、�
相席スタート、コロネケン

入場料　前売り券3,200円、当日券3,500円
※４歳以下は膝上無料。
入�場券販売所　ローソンチケット、市民会館、鷲別公民館、
市役所内母子会売店、アーニス、川西燃料など

日時　10月26日㈮18時30分（18時開場）
会場　市民会館大ホール
入場料　前売り券3,000円、当日券3,500円
入�場券販売場所　８月28日㈫から市民会館、
鷲別公民館、市役所内母子会売店、アー
ニス、川西燃料など

▶問い合わせ　同実行委員会事務局
　（市民協働グループ内・☎�１０７９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
８
月
25
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
関
節
を
し
っ
か
り
使
う
四
つ

日
時
　
９
月
12
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
ベ
ー
コ
ン
と
ア
ス
パ
ラ
の
ペ

ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
、
き
の
こ
の
ス
ー

プ
、
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
の
調
理

講�

師
　
ハ
ー
ブ
＆ア

ン
ド

ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
磯い

そ

野の

み
ゆ
き
さ
ん
、

清し

水み
ず

ま
さ
み
さ
ん

日�

時
　
９
月
７
日
か
ら
11
月
９
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
13
時
～
16
時

（
全
10
回
）

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺
し
ゅ
う
を

施
し
た
一い

っ

閑か
ん

張ば

り
の
バ
ッ
グ
作
り

定
員
　
18
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

定
員
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
、
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持�

ち
物
　
ふ
た
付
き
ケ
ー
ス
（
柿か

き

渋し
ぶ

保
存
用
）

申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

※
毎
週
月
曜
日
、
14
日
㈫
を
除
く
。

申
し
込
み
　
登
別
ア
イ
ヌ
協
会

�

（
☎
�
１
０
６
２
）

日
時
　
８
月
11
日
㈯
８
時

※
小
雨
決
行
。

集�

合
場
所
　
オ
ロ
フ
レ
峠
展
望
台
駐

車
場

内�

容
　
オ
ロ
フ
レ
峠
展
望
台
駐
車
場

か
ら
オ
ロ
フ
レ
山
頂
上
を
往
復

※�

所
要
時
間
は
往
復
約
３
時
間
（
休

憩
時
間
を
含
ま
ず
）
の
行
程
で
す
。

参
加
料
　
500
円

日
時
・
場
所
　

・
８
月
11
日
㈯
13
時
…
登
別
漁
港

・
９
月
15
日
㈯
14
時
…
白
老
港

※�

完
売
次
第
、
終
了
と
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協

同
組
合
（
☎
�
５
０
０
１
）

ん
ば
い
体
操
に
つ
い
て

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
８
月
23
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
９
月
１
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内�

容
　
『
障
が
い
と
と
も
に
生
き
て
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

講�

師
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
つ
ば
さ
の
会
・
会
長
木き

村む
ら

節せ
つ

子こ

さ
ん
、
副
会
長
木き

村む
ら

純じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

定
員
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申�
し
込
み
　
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
安
達
さ

ん
（
☎
思
�
７
８
４
５
）

持�

ち
物
　
登
山
に
適
す
る
服
装
と
靴
、

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

申�

し
込
み
　
８
月
７
日
㈫
ま
で
に
登

別
山
岳
会
・
藤
木
さ
ん
（
☎
090

－

９
７
５
１

－

８
９
２
１
）

　
身
近
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

意
見
を
交
換
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
300
円
（
材
料
費
含
む
）

※�

９
月
５
日
㈬
以
降
は
キ
ャ
ン
セ
ル

料
が
か
か
り
ま
す
。

持�

ち
物
　
布
巾
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、

筆
記
用
具

申�

し
込
み
　
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
８
月
19
日
㈰
14
時
10
分
～
16

時
50
分
（
13
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
中
学
生
以
上

内�

容
　
社
会
問
題
（
福
祉
・
栄
養
・

看
護
）
に
つ
い
て
専
門
家
の
講
義
、

参
加
者
同
士
の
意
見
交
換

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
間
　
８
月
10
日
㈮

申�

し
込
み
　
Ｒラ

イ

ジ

ン

グ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
代
表
・

佐
藤
さ
ん
へ
Ｅ
メ
ー
ル
（cof.risi�

ng@
gm
ail.com

）
ま
た
は
北
海

道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
教
諭
・

太
田
さ
ん
へ
電
話
（
☎
�
０
３
５

１
）

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

ハ
ー
ブ
教
室
を
開
催
し
ま
す

ア
イ
ヌ
文
化
講
座
を

開
催
し
ま
す

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念

山
の
日
記
念
市
民
登
山
会

夕
市
の
お
知
ら
せ

～ 
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
水
産
物

消
費
拡
大
推
進
事
業
実
行
委
員
会
～

プ
ラ
タ
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
～

ク
リ
エ
イ
ト
ア
ワ
ー

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
２
０
１
８

登別市民憲章制定50周年記念
2020東京オリパラで夢を育む
スポーツ推進事業
リオデジャネイロ
オリンピック　
卓球日本代表

丹
に

羽
わ

 孝
こう

希
き

さん
トークショー＆実技指導

13時20分～16時45分 （上靴をご持参ください）
９月30日㈰ 総合体育館日

時
会
場

▶内容（対象）
・トークショー（どなたでも参加可）
・卓球の実技指導（小学生から高校生まで）
▶申し込み（実技指導の希望者のみ）
　８月22日㈬から９月５日㈬までに氏名、住所、電
話番号、年齢、性別、学校名、学年、卓球歴を電話
またはＥメールで社会教育グループ（☎�１１２９、
Ｅメール：syakyou@city.noboribetsu.lg.jp）
※定員となり次第、締め切りとなります。
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のぼりん文化講座

申し込みは原則開催日の３日前までです。

葉
よ う

画
が

教室
（高

た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師）
日時　８月24日㈮10時～12時
内�容　いろいろな葉で色紙大
の絵を描きます

定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）

陶芸教室
（佐

さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）
日時　８月25日㈯10時～12時
内�容　粘土で花瓶やコップを
作ります

定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）

初心者書道教室
（成

な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）
日時　８月29日㈬10時～12時
内�容　楷書や行書の書き方を
学びます

定員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯

すずり

、墨
ぼく

液
えき

、文
ぶん

鎮
ちん

、下
敷き、筆（大小）、半紙、新聞紙

かっぽれ
（櫻

さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆ う

講師）
日�時　８月29日㈬13時30分～
15時30分

内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持�ち物　動きやすい服装、日
本手ぬぐい

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

のぼりんイベント

整
せ い

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
日�時　８月18日㈯10時～
12時

定員　10人（申し込み順）
申�し込み　８月17日㈮ま
でに同会・櫻

さくら

井
い

さん
� （☎�９１５４）

遺
ゆ い

言
ご ん

書
し ょ

作成講座
（行政書士・安

あ

部
べ

　裕
ゆ う

一
い ち

講師）
日時　８月27日㈪13時～17時
対�象　遺言書の書き方を学びたい方、書いた遺言
書の内容に不安がある方

※すでに専門家に相談されている方は対象外です。
定員　７人（申し込み順）
参加料　500円（資料代）
申し込み　８月26日㈰までにのぼりん

　市民活動センターは、平成30年４月から７
月まで、市の直営により管理・運営を行って
いましたが、８月から指定管理者による管理・
運営に移行しましたので、お知らせします。
▶指定管理者に指定する団体　
　�特定非営利活動法人登別自然活動支援組織
モモンガくらぶ

▶�指定の期間　2018（平成30）年８月１日㈬
～2023（平成35）年３月31日㈮

※�電話番号や施設の利用方法などについては
変更ありません。

▶問い合わせ　市民協働グループ
� （☎�１０７９）

市民活動センターの指定管理者
についてお知らせします
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山夏まつり
　ウオータースライダーやカヤック体験、スイカ
割り、盆踊りなど、ふぉれすと鉱山の夏を楽しみ
ます。また、会場には出店もありますので、ぜひ
遊びに来てください。
日時　８月18日㈯14時～18時
対象　どなたでも
参加料　無料
※プログラムによっては参加料がかかります。
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、着替え、
軍手、飲み物など
※当日、直接ふぉれすと鉱山にお越しください。

ながぐつレンジャー�～魚道掃除と調査～
　魚道をきれいにして、生息している魚の調査を
します。
日時　８月18日㈯10時～15時
対象　小学生
参加料　200円
持�ち物　川で活動できる服装と靴、帽子、着替え、
タオル、昼食、飲み物など
申し込み　８月17日㈮までにふぉれすと鉱山

森のようちえん
　川で浮かんだり、泳いだりし
て、川遊びを全身で楽しみます。
日時　８月19日㈰10時～13時
対�象　２歳から６歳までの子ど
もとその保護者
※きょうだいも参加可。
定員　55人（申し込み順）
参加料　１人200円
持�ち物　川遊びができる服装と靴（サンダル不
可）、帽子、着替え、タオル、リュック、昼食、
飲み物など
申し込み　８月18日㈯までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日�～野鳥の森の日～
　鉱山町にある『野鳥の森』の手入れと野外での
遊びを楽しみます。
日時　８月25日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　20人（申し込み順）
参加料　１人200円
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、軍手、飲
み物など

申し込み　８月24日㈮までにふぉれすと鉱山

山の学校
～リバートレッキング探検隊～
　胆振幌別川の上流を目指し、
自然を楽しみながら探検します。
日時　８月26日㈰10時～15時
対象　小学４年生～中学３年生
定員　20人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　川遊びができる服装（綿素材は厳禁）と
靴、着替え、タオル、ゴーグル、昼食、飲み物
など

申し込み　８月24日㈮までにふぉれすと鉱山

沢活Ｅ
エ ン ト リ ー

ＮＴＲＹ お楽しみ沢登り
～たまにはアウトドアライフ～
　鉱山の滝で、懸

けん

垂
すい

下降などの
登
と

はん技術に挑戦します。
日時　９月１日㈯10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　12人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　速乾性のある服装、リュック、沢登りに
適した靴（沢靴）、昼食、飲み物など

※沢靴やヘルメットの貸出可。
申し込み　８月29日㈬までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

日
時
　

・
８
月
５
日
㈰

・
８
月
７
日
㈫

・
８
月
11
日
㈯

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
14
時

30
分
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室
�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０７）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料）
●ラジオカセット（ＣＤ利用不可）●介護用ベッド（１
モーター付き）●カナディアンカヌー●子ども机用の回
転椅子●レコードプレーヤー●ジュースミキサー（36㌢
㍍）●冷凍庫（前ドア式150㍑）●油絵用セット一式●
スピーカー●日本人形（55㌢㍍・３体）●介護用ポータ
ブルトイレ●ピアノ●餅つき器（味噌羽根付一升用）●
チャイルドシート●電子オルガン●スキー用具一式（靴
27.5㌢㍍、スキー200㌢㍍、ストック）●梅酒用ビン（大・
中・小）●レコード（クラシック）●室内用サイクルマ
シン●廃材（まきストーブ、キャンプファイヤー用）

ゆずってください（無料に限ります）
●パークゴルフクラブ（男性用）●歩くスキー（180㌢
㍍）とストック●スキー板とストック（小学１年生の女
子用）●スキー靴（16～17㌢㍍・女子用）●スキー靴
（18～19㌢㍍・女子用）●磯釣り用竿（リール・救命胴
衣）●電子ピアノ●パークゴルフセット一式・ボール込
み（男性用・女性用）●餅つき器（味噌羽根付一升用）
●パークゴルフセット一式（女性用）●アウトドア用椅
子・ベンチ

線路つまみ食い散歩
久
く

住
すみ

　昌
まさ

之
ゆき

�著
　全国のローカル線路沿いを一人で
歩く。秋晴れの弥

や

彦
ひこ

線のイチョウの
木や日本最短のローカル私鉄の紀

き

州
しゅう

鉄道。珍道中で道草して、いつのま
にか列島縦断の浪

ろ

漫
まん

紀行。
　ゆる旅だからこそ出会う、思いが
けない飯、人、風景をつづる。

◇ののはな通信� 三
み

浦
うら

しをん�著
◇未来� 湊

みなと

　かなえ�著
◇ウォーターゲーム� 吉

よ し

田
だ

　修
しゅう

一
い ち

�著

統
とう

計
けい

ってなんの役
やく

に立
た

つの？

　統
とう

計
けい

は、みそ汁
しる

の味
あじ

見
み

と一
いっ

緒
しょ

？一
いち

部
ぶ

を取
と

り出
だ

して全
ぜん

体
たい

を予
よ

測
そく

する統
とう

計
けい

はむずかしそうだけど、暮
く

らしの中
なか

で大
だい

活
かつ

躍
やく

しているのです。
　人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

にも使
つか

われている統
とう

計
けい

の
ことを学

まな

んでみませんか？

涌
わく

井
い

　良
よし

幸
ゆき

�著
ちょ

◇きょうだいぎつねのコンとキン� 岡
おか

田
だ

　千
ち

晶
あき

�絵
え

◇ちょうちょのためにドアをあけよう� モーリス・センダック�絵
え

◇超
ちょう

能
のう

力
りょく

者
しゃ

大
だい

百
ひゃっ

科
か

� こざきゆう�著
ちょ

不用品 市ダイヤル

８
月
６
日
㈪
か
ら
10
日
㈮
に
か
け

て
、
ア
ー
ニ
ス
１
階
で
日
本
工
学
院

北
海
道
専
門
学
校
の
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ

ナ
ー
科
と
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科

の
学
生
た
ち
に
よ
る
作
品
展
『
晴せ

い

夏か

展
』
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
は
学
校
内
で
行
っ
た
催
し
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
学
生
た
ち

の
若
い
力
溢
れ
る
作
品
を
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
街
地
で
の
展
示
と

し
ま
し
た
。

晴
夏
展
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
技
術
を
使
っ
て
制
作
し
た
『
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ト
作
品
』
を
展
示
す
る
ほ

か
、
実
際
に
触
れ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
『
ゲ
ー
ム
作
品
』
の
展
示
も
行

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
学
生
の
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展�

示
期
間
　
８
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮

10
時
～
18
時

展
示
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

本
校
で
学
ぶ
学
生
の

作
品
展
を
開
催

夏
休
み
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�勉強内容や取得できる資格について説明す
る医療事務科の体験入学

▲�専門的な知識や技術を生かした学生による
作品展『晴夏展』
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

い
い
汗
、
い
い
笑
顔

花
と
緑
の
沿
道
で
お
も
て
な
し

家
庭
用
包
丁
研
ぎ
奉
仕
会

地
域
の
沿
道
を
き
れ
い
に

　
美
園
町
会
は
、
住
民
同
志
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
昭
和
57
年
か
ら
町

会
全
体
の
運
動
会
『
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
参
加
者
が
紅
白
に
分
か
れ
、
障
害

物
競
走
や
綱
引
き
な
ど
、
16
種
目
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
一
生
懸
命
走
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
、
保
護
者
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
は
ま
わ
し
町
内
会
は
、
平
成
18
年

か
ら
国
道
36
号
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

（
全
長
670
㍍
）
の
沿
道
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
・
サ
ル
ビ
ア
・
ア
ゲ
ラ
タ

ム
な
ど
の
花
を
植
栽
す
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
多
く
の
町

内
会
の
会
員
が
、
雑
草
と
り
や
水
や

り
な
ど
の
作
業
に
参
加
し
て
お
り
、

咲
き
誇
っ
た
花
が
道
行
く
人
や
ド
ラ

イ
バ
ー
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　
市
営
住
宅
桜
木
自
治
会
は
、
町
内

会
の
会
員
の
優
れ
た
技
術
を
地
域
で

生
か
し
て
い
こ
う
と
、
６
月
15
日
㈮

に
『
家
庭
用
包
丁
研
ぎ
奉
仕
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
切
れ
味
が
悪
く
な
っ
た
包
丁
を
持

参
し
た
参
加
者
は
、
会
員
が
包
丁
を

研
ぐ
軽
快
な
音
に
感
心
し
な
が
ら
、

切
れ
味
が
良
く
な
っ
た
包
丁
で
料
理

を
作
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
新
生
北
町
内
会
は
、
平
成
28
年
か

ら
、
町
内
会
を
通
る
新
学
田
通
り
の

『
道
路
清
掃
活
動
』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
長
時
間
の
作
業
で
、
と
て
も
大
変

で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
楽
し
く
会

話
を
し
な
が
ら
体
を
動
か
し
、
歩
道

や
路
肩
に
生
え
て
い
る
雑
草
の
除
去

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
き
れ
い
に
な
っ
た
道
路
は
道
行
く

人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

美
園
町
会

�

会
長
　
中な

か

島じ
ま

　
康や

す

晴は
る

　
　

は
ま
わ
し
町
内
会

�

会
長
　
室む

ろ

谷や

　
　
隆た

か
し

　
　

市
営
住
宅
桜
木
自
治
会

�

会
長
　
山や

ま

内う
ち

　
市い

ち

治じ

　
　

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ
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開
か

れた
議会を目指し
て

93号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2018.8.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

松

山

哲

男

千

田

文

孝

市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え
は

�

可
能
な
の
か

ト
イ
レ
洋
式
化
、

�

犬
猫
飼
育
の
マ
ナ
ー
向
上

一 般 質 問
議 員 1 1 名 が
市 政 を 問 う

平成30年第２回定例会

　１
件
目
は
、
登
別
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
。
本
年

２
月
に
、
総
務
省
か
ら

示
さ
れ
た
同
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
の
改
訂
を
受
け
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
な
ど
の
検
討
や
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
、
固
定
資

産
台
帳
の
活
用
と
い
っ
た
改
訂
の
留
意
事
項

な
ど
、
本
市
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　各
省
庁
か
ら
の
情
報
に
対
応
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
専
門
職
員
の
配
置
や
、
公
会
計

の
専
門
家
の
助
言
・
指
導
、
新
地
方
公
会
計

の
専
門
職
員
育
成
の
３
点
に
取
り
組
む
必
要

性
を
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
利
な
起
債

制
度
が
延
長
さ
れ
な
い
場
合
の
本
庁
舎
建
て

替
え
の
可
能
性
と
基
金
積
み
立
て
の
見
通
し

な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
激
変
す
る
時

代
背
景
の
中
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・

課
題
へ
の
新
た
な
視
点
に
よ
る
対
応
や
情
報

通
信
技
術
の
急
激
な
進
化
に
対
す
る
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
人
、
モ
ノ
、
お
金
、
ス
キ

ル
な
ど
の
遊
休
資
産
の
貸
借
や
売
買
、
交
換

な
ど
で
共
有
す
る
新
た
な
経
済
活
動
を
活
用

す
る
取
り
組
み
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　現
在
、
家
庭
の
ト

イ
レ
は
ほ
と
ん
ど
が
洋

式
と
洗
浄
機
能
付
便
座

で
あ
る
。
特
に
子
ど
も

た
ち
が
利
用
す
る
児
童

館
や
、
和
式
ト
イ
レ
を
望
ま
な
い
方
な
ど
が

利
用
す
る
公
共
施
設
の
洋
式
化
の
考
え
は
。

答
　計
画
は
な
く
、
公
共
施
設
の
建
て
替
え

や
修
繕
、
施
設
の
実
情
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

質
　和
式
の
み
で
あ
っ
た
り
、
洋
式
が
少
な

い
、
入
り
口
が
男
女
共
通
の
施
設
の
改
善
は
。

答
　独
立
し
て
い
る
の
が
望
ま
し
く
建
て
替

え
や
修
繕
、
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

質
　犬
の
公
園
内
の
散
歩
は
近
隣
自
治
体
で

は
マ
ナ
ー
の
注
意
表
示
の
み
で
あ
る
が
、
散

歩
禁
止
を
解
除
す
る
考
え
は
。

答
　総
合
公
園
や
住
宅
地
の
公
園
な
ど
利
用

形
態
を
考
慮
し
、
地
域
の
意
見
を
交
え
て
検

討
し
、
平
成
32
年
度
を
目
処
に
方
向
性
を
出

し
た
い
。

質
　狂
犬
病
予
防
接
種
率
向
上
対
策
は
。

答
　未
接
種
の
飼
い
主
を
戸
別
訪
問
、
啓
発

冊
子
な
ど
で
マ
ナ
ー
や
責
任
を
周
知
す
る
。

質
　飼
い
主
不
明
の
犬
や
、
猫
の
殺
処
分
ゼ

ロ
、
不
妊
処
置
や
譲
渡
会
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
活
動
や
団
体
へ
の
支
援
は
。

答
　公
費
で
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

市
と
し
て
可
能
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

※シェアリングエコノミー…物・サービス・場所などを、多くの人と共有・交換して利用する社会的な仕組み。
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市
内
漁
港
の
整
備
と

�

養
殖
な
ど
有
効
利
用
を

登
別
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
を

�

守
り
育
て
る

女
性
の
社
会
参
画
へ
の

�

取
り
組
み
は

さ
ら
な
る
通
学
路
の

�

安
全
確
保
を

　登
別
と
鷲
別
の
両
漁

港
に
お
け
る
現
状
の
課

題
と
水
揚
げ
高
の
推
移
、

登
別
漁
港
の
第
一
港
区

の
耐
震
化
、
衛
生
管
理

の
向
上
を
含
む
今
後
の
整
備
予
定
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
近
年
の
北
方
系
の
漁
獲
魚
種
の
激

減
や
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
な
り
手
不
足

な
ど
、
従
来
の
獲
る
漁
業
か
ら
、
育
て
る
漁

業
の
推
進
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組
合
で
、

鷲
別
漁
港
内
で
の
実
験
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

ロ
ー
プ
を
使
っ
た
コ
ン
ブ
養
殖
の
実
証
試
験

を
軸
と
し
た
港
内
静
穏
域
に
お
け
る
養
殖
の

可
能
性
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　給
餌
養
殖
は
、
種
苗
と
餌
の
確
保
が
経
費

の
大
き
な
比
重
を
占
め
ま
す
。
近
年
の
研
究

で
は
、
ウ
ニ
は
コ
ン
ブ
の
ほ
か
に
キ
ャ
ベ
ツ

も
餌
と
し
て
使
用
で
き
、
か
つ
実
入
り
も
良

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

近
隣
自
治
体
で
大
量
に
生
産
さ
れ
る
キ
ャ
ベ

ツ
の
規
格
外
・
廃
棄
品
を
使
っ
た
バ
フ
ン
ウ

ニ
の
カ
ゴ
内
養
殖
の
研
究
な
ど
、
他
地
域
に

お
け
る
先
進
事
例
と
独
自
の
調
査
を
踏
ま
え
、

本
市
独
自
の
第
一
次
産
品
の
創
出
を
提
言
し

ま
し
た
。

　民
泊
所
や
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
な
ど
の
新
規
開
業

が
本
市
に
お
い
て
も
活

発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
治
安
問
題
な
ど
が

一
部
で
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
の
中
で
営
業
さ
れ
る
事
業
者
に
対

し
て
は
、
商
業
育
成
の
観
点
を
持
っ
て
行
政

も
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　特
に
、
観
光
産
業
に
お
け
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
意
識
し
て
い
く
こ
と
で
、
と

も
に
将
来
に
向
け
た
登
別
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
か
か
わ
る
事
業
者
と
し
て
、
育
成
支
援

と
交
流
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
所
が
地
域
住
民
に
も
安
心

な
防
火
体
制
を
維
持
す
る
べ
く
、
消
防
が
定

期
的
に
訪
問
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
国
内
外
宿
泊
者
の
統
計
に
民
泊
・

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
統
計
デ
ー
タ
か
ら
集

計
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
、
近
隣
自
治
体
の
民
泊
所
で
登
別

温
泉
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
広
告
・

情
報
媒
体
が
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、
登

別
温
泉
、
鬼
花
火
な
ど
の
名
称
を
団
体
商
標

登
録
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
保
全
を
図
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
関
係
団
体
と
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

質
　女
性
の
起
業
は
比

較
的
小
規
模
な
事
業
が

多
い
。
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
に
よ
れ
ば
、

全
起
業
家
の
30
％
を
占

め
て
い
る
。

　し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
事
業
化
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
、
経
営
知
識
に
乏
し
い
、
事
業

に
必
要
な
専
門
知
識
や
技
術
に
乏
し
い
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
本
市
の
女
性
の
起
業・

創
業
な
ど
を
支
援
す
る
取
り
組
み
は
。

答
　平
成
29
年
度
か
ら
創
業
者
の
掘
り
起
こ

し
を
行
う
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
、
経
営
・
財
務
・

人
材
育
成
な
ど
の
知
識
習
得
の
た
め
の
創
業

ス
ク
ー
ル
の
開
催
の
ほ
か
、
相
談
窓
口
の
設

置
や
創
業
支
援
の
た
め
の
補
助
金
を
通
し
て
、

男
女
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
し
て
い
る
。

　ま
た
、
子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
に
、
就

職
支
援
制
度
や
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
紹

介
し
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
周
知
す
る
な
ど
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
目
指
す
女
性
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　今
後
も
引
き
続
き
創
業
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
女
性
同
士
に
よ
る
創
業
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
行
い
や
す
い
体
制
を
整
え
女
性
の
創
業
を

促
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
　通
学
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
現
状
の
対

応
と
今
後
の
取
り
組
み

の
強
化
は
。

答
　不
審
者
対
策
は
、

緊
急
時
の
避
難
場
所
と
な
る
「
こ
ど
も
110
番

ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
」
の
設
置
や
、
新
入

学
児
童
に
は
寄
贈
さ
れ
た
携
帯
用
防
犯
ブ

ザ
ー
を
配
付
す
る
ほ
か
、
安
全
教
室
を
開
催

し
、
安
全
・
防
犯
意
識
を
保
つ
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

　通
学
路
安
全
対
策
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

登
別
市
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

毎
年
各
学
校
か
ら
危
険
箇
所
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
現
地
確
認
を
行
い

対
策
を
検
討
し
、
関
係
機
関
に
対
応
を
依
頼

す
る
な
ど
、
各
学
校
の
通
学
路
危
険
箇
所
の

安
全
対
策
メ
ニ
ュ
ー
に
搭
載
の
上
、
進
行
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
関
係
団
体

が
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
緊
密
な
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、

登
下
校
中
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
登
下
校
の
見

守
り
活
動
で
安
全
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一

層
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
学
校
運
営
協
議

会
な
ど
を
通
じ
て
、
理
解
を
求
め
安
全
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

そのほかの質問：アイヌ政策について

そのほかの質問：公共施設のあり方について　介護予防の取り組みについて

そのほかの質問：立地適正化計画策定について

一 般 質 問
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マ
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向
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　１
件
目
は
、
登
別
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
。
本
年

２
月
に
、
総
務
省
か
ら

示
さ
れ
た
同
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
の
改
訂
を
受
け
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
な
ど
の
検
討
や
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
、
固
定
資

産
台
帳
の
活
用
と
い
っ
た
改
訂
の
留
意
事
項

な
ど
、
本
市
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　各
省
庁
か
ら
の
情
報
に
対
応
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
専
門
職
員
の
配
置
や
、
公
会
計

の
専
門
家
の
助
言
・
指
導
、
新
地
方
公
会
計

の
専
門
職
員
育
成
の
３
点
に
取
り
組
む
必
要

性
を
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
利
な
起
債

制
度
が
延
長
さ
れ
な
い
場
合
の
本
庁
舎
建
て

替
え
の
可
能
性
と
基
金
積
み
立
て
の
見
通
し

な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
激
変
す
る
時

代
背
景
の
中
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・

課
題
へ
の
新
た
な
視
点
に
よ
る
対
応
や
情
報

通
信
技
術
の
急
激
な
進
化
に
対
す
る
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
人
、
モ
ノ
、
お
金
、
ス
キ

ル
な
ど
の
遊
休
資
産
の
貸
借
や
売
買
、
交
換

な
ど
で
共
有
す
る
新
た
な
経
済
活
動
を
活
用

す
る
取
り
組
み
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　現
在
、
家
庭
の
ト

イ
レ
は
ほ
と
ん
ど
が
洋

式
と
洗
浄
機
能
付
便
座

で
あ
る
。
特
に
子
ど
も

た
ち
が
利
用
す
る
児
童

館
や
、
和
式
ト
イ
レ
を
望
ま
な
い
方
な
ど
が

利
用
す
る
公
共
施
設
の
洋
式
化
の
考
え
は
。

答
　計
画
は
な
く
、
公
共
施
設
の
建
て
替
え

や
修
繕
、
施
設
の
実
情
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

質
　和
式
の
み
で
あ
っ
た
り
、
洋
式
が
少
な

い
、
入
り
口
が
男
女
共
通
の
施
設
の
改
善
は
。

答
　独
立
し
て
い
る
の
が
望
ま
し
く
建
て
替

え
や
修
繕
、
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

質
　犬
の
公
園
内
の
散
歩
は
近
隣
自
治
体
で

は
マ
ナ
ー
の
注
意
表
示
の
み
で
あ
る
が
、
散

歩
禁
止
を
解
除
す
る
考
え
は
。

答
　総
合
公
園
や
住
宅
地
の
公
園
な
ど
利
用

形
態
を
考
慮
し
、
地
域
の
意
見
を
交
え
て
検

討
し
、
平
成
32
年
度
を
目
処
に
方
向
性
を
出

し
た
い
。

質
　狂
犬
病
予
防
接
種
率
向
上
対
策
は
。

答
　未
接
種
の
飼
い
主
を
戸
別
訪
問
、
啓
発

冊
子
な
ど
で
マ
ナ
ー
や
責
任
を
周
知
す
る
。

質
　飼
い
主
不
明
の
犬
や
、
猫
の
殺
処
分
ゼ

ロ
、
不
妊
処
置
や
譲
渡
会
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
活
動
や
団
体
へ
の
支
援
は
。

答
　公
費
で
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

市
と
し
て
可
能
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
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今
後
の
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予
定
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の
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を
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す
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近
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の
研
究

で
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ウ
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に
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と
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つ
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ま

す
。
治
安
問
題
な
ど
が

一
部
で
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
の
中
で
営
業
さ
れ
る
事
業
者
に
対

し
て
は
、
商
業
育
成
の
観
点
を
持
っ
て
行
政

も
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　特
に
、
観
光
産
業
に
お
け
る
新
た
な
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
意
識
し
て
い
く
こ
と
で
、
と

も
に
将
来
に
向
け
た
登
別
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
か
か
わ
る
事
業
者
と
し
て
、
育
成
支
援

と
交
流
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
所
が
地
域
住
民
に
も
安
心

な
防
火
体
制
を
維
持
す
る
べ
く
、
消
防
が
定

期
的
に
訪
問
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
国
内
外
宿
泊
者
の
統
計
に
民
泊
・

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
統
計
デ
ー
タ
か
ら
集

計
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

　さ
ら
に
、
近
隣
自
治
体
の
民
泊
所
で
登
別

温
泉
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
広
告
・

情
報
媒
体
が
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、
登

別
温
泉
、
鬼
花
火
な
ど
の
名
称
を
団
体
商
標

登
録
し
、
ブ
ラ
ン
ド
の
保
全
を
図
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
関
係
団
体
と
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

質
　女
性
の
起
業
は
比

較
的
小
規
模
な
事
業
が

多
い
。
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
に
よ
れ
ば
、

全
起
業
家
の
30
％
を
占

め
て
い
る
。

　し
か
し
、
ど
う
し
た
ら
事
業
化
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
、
経
営
知
識
に
乏
し
い
、
事
業

に
必
要
な
専
門
知
識
や
技
術
に
乏
し
い
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
本
市
の
女
性
の
起
業・

創
業
な
ど
を
支
援
す
る
取
り
組
み
は
。

答
　平
成
29
年
度
か
ら
創
業
者
の
掘
り
起
こ

し
を
行
う
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
、
経
営
・
財
務
・

人
材
育
成
な
ど
の
知
識
習
得
の
た
め
の
創
業

ス
ク
ー
ル
の
開
催
の
ほ
か
、
相
談
窓
口
の
設

置
や
創
業
支
援
の
た
め
の
補
助
金
を
通
し
て
、

男
女
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
し
て
い
る
。

　ま
た
、
子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
に
、
就

職
支
援
制
度
や
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
紹

介
し
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
周
知
す
る
な
ど
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
を
目
指
す
女
性
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　今
後
も
引
き
続
き
創
業
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
女
性
同
士
に
よ
る
創
業
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
行
い
や
す
い
体
制
を
整
え
女
性
の
創
業
を

促
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
　通
学
路
の
安
全
確

保
の
た
め
、
現
状
の
対

応
と
今
後
の
取
り
組
み

の
強
化
は
。

答
　不
審
者
対
策
は
、

緊
急
時
の
避
難
場
所
と
な
る
「
こ
ど
も
110
番

ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
」
の
設
置
や
、
新
入

学
児
童
に
は
寄
贈
さ
れ
た
携
帯
用
防
犯
ブ

ザ
ー
を
配
付
す
る
ほ
か
、
安
全
教
室
を
開
催

し
、
安
全
・
防
犯
意
識
を
保
つ
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

　通
学
路
安
全
対
策
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

登
別
市
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

毎
年
各
学
校
か
ら
危
険
箇
所
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
現
地
確
認
を
行
い

対
策
を
検
討
し
、
関
係
機
関
に
対
応
を
依
頼

す
る
な
ど
、
各
学
校
の
通
学
路
危
険
箇
所
の

安
全
対
策
メ
ニ
ュ
ー
に
搭
載
の
上
、
進
行
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
関
係
団
体

が
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
緊
密
な
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、

登
下
校
中
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
登
下
校
の
見

守
り
活
動
で
安
全
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一

層
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
学
校
運
営
協
議

会
な
ど
を
通
じ
て
、
理
解
を
求
め
安
全
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

そのほかの質問：アイヌ政策について

そのほかの質問：公共施設のあり方について　介護予防の取り組みについて

そのほかの質問：立地適正化計画策定について

一 般 質 問
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杉

尾

直

樹

井

野

正

臣

渡

辺

　
勉

佐
々
木

　久
美
子

各
種
大
災
害
か
ら

�

命
を
守
る
避
難
計
画

移
住
・
定
住
に
対
す
る

�

本
市
の
取
り
組
み
は

生
活
保
護
受
給
者
の
声
を

�

国
に
届
け
て

水
道
事
業
経
営
の
課
題
と

�

解
決
策
は

質
　町
内
会
に
お
け
る

防
災
訓
練
は
。

答
　５
つ
の
連
合
町
内

会
と
８
つ
の
単
位
町
内

会
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
単
位
町
内
会
全
体
で
は
53
％
の

実
施
率
で
、
参
加
者
の
減
少
や
固
定
化
の
課

題
も
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
訓
練
の
必
要
性

に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。
今
後
は
よ
り
多

く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い
企
画
な
ど
の
提

案
を
し
て
い
く
。

質
　情
報
伝
達
体
制
は
。

答
　Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
防
災
行
政
無

線
や
登
録
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ｍ
び
ゅ
ー
に
よ
る
情

報
伝
達
訓
練
を
毎
月
実
施
し
て
い
る
。
ほ
か

に
も
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
広
報
車
、
市
配
信

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
登
別
市
連
合
町
内
会

の
連
絡
網
な
ど
、
複
数
の
手
段
で
情
報
発
信

に
努
め
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
促
進
を
促
す
。

質
　土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
。

答
　北
海
道
か
ら
新
た
な
21
箇
所
の
指
定
が

あ
り
、
全
部
で
89
箇
所
と
な
っ
た
。
土
砂
災

害
へ
の
意
識
啓
発
強
化
を
図
る
た
め
、
防
災

研
修
会
な
ど
の
実
施
を
促
す
。

質
　倶
多
楽
火
山
避
難
計
画
は
。

答
　本
市
の
ほ
か
、
北
海
道
開
発
局
、
白
老

町
、
専
門
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
協
議
会
を

設
け
、
本
年
８
月
の
完
成
を
目
指
す
。

　登
別
市
総
合
計
画
第

三
期
基
本
計
画
に
お
け

る
移
住
・
定
住
施
策
の

考
え
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
　専
門
員
に
よ
る
市
内
な
ど
の
案
内
サ
ー

ビ
ス
や
、
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
の
参
加
で
本
市

と
し
て
苦
心
し
て
い
る
点
は
。

答
　移
住
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。

　相
談
を
受
け
る
際
は
、
相
談
者
の
立
場
に

立
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

　移
住
を
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
人
生
の
大
き

な
転
機
に
な
る
こ
と
か
ら
、
移
住
に
向
け
た

課
題
解
決
に
真し

ん

摯し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　相
談
者
に
と
っ
て
移
住
が
最
良
の
選
択
肢

な
の
か
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
時

に
は
移
住
に
対
す
る
再
考
を
促
す
な
ど
、
相

談
者
本
位
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
　移
住
フ
ェ
ア
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
で
起
業
を
望
む
相
談
は
あ
る
の
か
。

答
　起
業
に
関
す
る
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
。
単
に
定
住
人
口
の
み
で
は
推
し
量

れ
な
い
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
観
光
経

済
部
と
協
力
し
、
横
断
的
支
援
体
制
で
対
応

し
て
い
る
。

　５
年
に
１
度
の
生
活

保
護
基
準
の
見
直
し
を

受
け
て
、
受
給
者
の
声

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　「
風
呂
を
わ
か
す
回

数
を
減
ら
し
て
い
る
。
」
「
買
い
物
は
、
特

売
品
や
見
切
り
品
以
外
に
は
手
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
」
「
ど
ん
な
に
節
約
し

て
も
友
人
と
の
お
別
れ
会
に
出
席
す
る
余
裕

が
な
い
。
」
「
平
成
25
年
以
前
の
支
給
額
に

戻
し
て
ほ
し
い
。
」
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中

で
の
生
活
保
護
基
準
見
直
し
に
対
す
る
、
行

政
の
認
識
を
質
問
し
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
の
改
正
点
に
つ
い
て
一
部
評
価

し
つ
つ
も
、
母
子
加
算
の
６
・
６
％
減
額
や

児
童
養
育
加
算
の
月
額
５
千
円
（
３
歳
未
満
）

減
額
な
ど
は
、
加
算
の
趣
旨
か
ら
後
退
す
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
は
、
国
に
対
し
て
、
生
活
保
護

受
給
者
の
生
活
実
態
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
何

ら
か
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
要
望
し

ま
し
た
。

　市
は
、
国
が
適
正
に
検
証
、
評
価
し
て
い

る
内
容
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
要
望
す
べ
き

点
は
見
当
た
ら
な
い
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

最
後
に
、
市
が
独
自
に
給
付
額
を
上
乗
せ
す

る
べ
き
と
要
望
し
ま
し
た
。

質
　水
道
事
業
経
営
に

関
す
る
課
題
は
。

答
　市
民
に
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を
届
け
る

た
め
、
老
朽
化
し
て
い

る
水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
の
整
備
に
計

画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水

道
料
金
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
資
金
不

足
な
ど
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

質
　課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
登
別

市
水
道
事
業
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
に
行
う
。
ま
た
、
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
か
ん
す
る
技
術
継

承
を
勘
案
し
な
が
ら
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
低
い
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
よ
う
、

民
間
委
託
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
さ
ら
に
、
市
内
の
水
道
供
給
量
の
約
４

割
を
占
め
て
い
る
室
蘭
市
千
歳
浄
水
場
の
共

同
使
用
に
よ
り
、
事
業
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
る
。

質
　水
道
施
設
と
し
て
保
有
し
て
い
る
浄
水

場
や
配
水
池
、
配
水
管
な
ど
の
維
持
管
理
を

含
め
た
ハ
ー
ド
面
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
　施
設
の
統
廃
合
を
行
い
、
３
つ
の
施
設

を
休
止
さ
せ
、
電
気
料
や
施
設
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

一 般 質 問

村

井

寿

行

防
災
体
制
の
あ
り
方
は

　ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
事
業
費
を

活
用
し
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
方
は
当
初
２
名

で
し
た
が
、
１
名
の
追
加
申
請
が
あ
っ
た
た
め

120
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　妊
娠
保
険
給
付
事
業
で
寄
付
金
を
活
用
し
、

老
朽
化
し
た
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
更
新
し

ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
で
妊
婦
の
夫
が
疑

似
体
験
し
た
り
、
妊
娠
中
の
苦
労
な
ど
を
共
有

し
、
子
育
て
の
男
女
共
同
の
意
識
を
醸
成
し
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
思
春
期
教
室
で
は
、
親

に
な
る
こ
と
の
大
変
さ
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
教

材
と
し
て
有
意
義
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　寄
付
金
に
よ
り
小
・
中
学
校
の
教
室
で
使
用

す
る
教
材
用
テ
レ
ビ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
台
購
入

し
ま
す
。

　市
内
の
小
・
中
学
校
に
は
、
平
成
23
年
に
学

年
ご
と
に
１
台
の
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
購
入
か
ら
す
で
に
７
年
経
過
し
て
お
り
、

故
障
し
て
い
る
機
器
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
れ

替
え
や
増
設
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
学
校
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

　全
教
室
に
設
置
す
る
た
め
に
は
60
台
必
要
で

す
が
、
今
後
も
計
画
的
に
配
置
し
て
い
く
こ
と

で
教
育
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　本
市
に
お
け
る
土

砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
特
別
警
戒
区
域
に
、

北
海
道
が
新
た
に
21
箇

所
指
定
し
た
対
応
は
。

答
　北
海
道
と
共
同
で
実
施
す
る
住
民
説
明

会
の
開
催
や
、
区
域
の
指
定
に
対
す
る
意
見

照
会
へ
の
回
答
が
本
市
の
役
割
で
、
指
定
後

は
地
域
住
民
と
と
も
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

質
　地
域
住
民
と
と
も
に
避
難
訓
練
を
行
う

必
要
性
の
考
え
は
。

答
　地
域
が
実
施
し
て
い
る
土
砂
災
害
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
が
不
足
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
際
は
、
災
害
警
戒
区

域
に
該
当
す
る
町
内
会
な
ど
を
対
象
に
、
訓

練
の
実
施
を
促
し
て
い
き
た
い
。

質
　災
害
受
援
計
画
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答
　大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
他
自

治
体
や
関
係
機
関
か
ら
効
率
的
な
支
援
を
受

け
る
た
め
に
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

質
　災
害
受
援
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　先
進
事
例
の
情
報
収
集
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
素
案
を

策
定
し
、
平
成
31
年
度
早
期
の
計
画
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

国会・政府・北海道に８件の意見書を提出

日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書 ヘルプマークのさらなる普及促進を求める意見書
旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書 ライドシェアの推進に対する慎重な審議を求める意見書
教員の長時間労働解消に向け、「公立の義務教育諸学校等の教
育職員の給与等に関する特別措置法（給特法）」の廃止を含め
た見直しを求める意見書

教職員の超過勤務・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現、義
務教育費国庫負担制度堅持、「子どもの貧困」解消など教育予
算確保・拡充と就学保障の充実に向けた意見書

平成３０年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職
非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第２回定例会
では、次の意見書を可決しました。
　詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

予算・決算委員会（平成30年度補正予算審査）

千

田

文

孝

戸

井

　
肇

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
事
業
と

�

妊
娠
保
険
給
付
事
業

教
材
用
テ
レ
ビ
を
購
入

次回定例会のお知らせ
　平成30年第 3回定例会は、9月10日（月）に開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入していただくだけで、自由
に傍聴することができます。第 2回定例会では、延べ12名の方が傍聴さ
れました。紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞きできま
すので、ぜひお越しください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧
いただけます。パソコンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクからご覧ください。
� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

そのほかの質問：児童・生徒の健康管理について
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杉

尾

直

樹

井

野

正

臣

渡

辺

　
勉

佐
々
木
　久
美
子

各
種
大
災
害
か
ら

�

命
を
守
る
避
難
計
画

移
住
・
定
住
に
対
す
る

�

本
市
の
取
り
組
み
は

生
活
保
護
受
給
者
の
声
を

�

国
に
届
け
て

水
道
事
業
経
営
の
課
題
と

�

解
決
策
は

質
　町
内
会
に
お
け
る

防
災
訓
練
は
。

答
　５
つ
の
連
合
町
内

会
と
８
つ
の
単
位
町
内

会
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
単
位
町
内
会
全
体
で
は
53
％
の

実
施
率
で
、
参
加
者
の
減
少
や
固
定
化
の
課

題
も
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
訓
練
の
必
要
性

に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。
今
後
は
よ
り
多

く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い
企
画
な
ど
の
提

案
を
し
て
い
く
。

質
　情
報
伝
達
体
制
は
。

答
　Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
防
災
行
政
無

線
や
登
録
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ｍ
び
ゅ
ー
に
よ
る
情

報
伝
達
訓
練
を
毎
月
実
施
し
て
い
る
。
ほ
か

に
も
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
広
報
車
、
市
配
信

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
登
別
市
連
合
町
内
会

の
連
絡
網
な
ど
、
複
数
の
手
段
で
情
報
発
信

に
努
め
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
促
進
を
促
す
。

質
　土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
。

答
　北
海
道
か
ら
新
た
な
21
箇
所
の
指
定
が

あ
り
、
全
部
で
89
箇
所
と
な
っ
た
。
土
砂
災

害
へ
の
意
識
啓
発
強
化
を
図
る
た
め
、
防
災

研
修
会
な
ど
の
実
施
を
促
す
。

質
　倶
多
楽
火
山
避
難
計
画
は
。

答
　本
市
の
ほ
か
、
北
海
道
開
発
局
、
白
老

町
、
専
門
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
協
議
会
を

設
け
、
本
年
８
月
の
完
成
を
目
指
す
。

　登
別
市
総
合
計
画
第

三
期
基
本
計
画
に
お
け

る
移
住
・
定
住
施
策
の

考
え
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
　専
門
員
に
よ
る
市
内
な
ど
の
案
内
サ
ー

ビ
ス
や
、
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
の
参
加
で
本
市

と
し
て
苦
心
し
て
い
る
点
は
。

答
　移
住
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
本
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。

　相
談
を
受
け
る
際
は
、
相
談
者
の
立
場
に

立
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

　移
住
を
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
人
生
の
大
き

な
転
機
に
な
る
こ
と
か
ら
、
移
住
に
向
け
た

課
題
解
決
に
真し

ん

摯し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　相
談
者
に
と
っ
て
移
住
が
最
良
の
選
択
肢

な
の
か
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
時

に
は
移
住
に
対
す
る
再
考
を
促
す
な
ど
、
相

談
者
本
位
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
　移
住
フ
ェ
ア
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
で
起
業
を
望
む
相
談
は
あ
る
の
か
。

答
　起
業
に
関
す
る
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
。
単
に
定
住
人
口
の
み
で
は
推
し
量

れ
な
い
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
観
光
経

済
部
と
協
力
し
、
横
断
的
支
援
体
制
で
対
応

し
て
い
る
。

　５
年
に
１
度
の
生
活

保
護
基
準
の
見
直
し
を

受
け
て
、
受
給
者
の
声

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　「
風
呂
を
わ
か
す
回

数
を
減
ら
し
て
い
る
。
」
「
買
い
物
は
、
特

売
品
や
見
切
り
品
以
外
に
は
手
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
」
「
ど
ん
な
に
節
約
し

て
も
友
人
と
の
お
別
れ
会
に
出
席
す
る
余
裕

が
な
い
。
」
「
平
成
25
年
以
前
の
支
給
額
に

戻
し
て
ほ
し
い
。
」
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中

で
の
生
活
保
護
基
準
見
直
し
に
対
す
る
、
行

政
の
認
識
を
質
問
し
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
の
改
正
点
に
つ
い
て
一
部
評
価

し
つ
つ
も
、
母
子
加
算
の
６
・
６
％
減
額
や

児
童
養
育
加
算
の
月
額
５
千
円
（
３
歳
未
満
）

減
額
な
ど
は
、
加
算
の
趣
旨
か
ら
後
退
す
る

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
は
、
国
に
対
し
て
、
生
活
保
護

受
給
者
の
生
活
実
態
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
何

ら
か
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
要
望
し

ま
し
た
。

　市
は
、
国
が
適
正
に
検
証
、
評
価
し
て
い

る
内
容
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
要
望
す
べ
き

点
は
見
当
た
ら
な
い
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

最
後
に
、
市
が
独
自
に
給
付
額
を
上
乗
せ
す

る
べ
き
と
要
望
し
ま
し
た
。

質
　水
道
事
業
経
営
に

関
す
る
課
題
は
。

答
　市
民
に
安
全
・
安

心
な
水
道
水
を
届
け
る

た
め
、
老
朽
化
し
て
い

る
水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
の
整
備
に
計

画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水

道
料
金
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
資
金
不

足
な
ど
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

質
　課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
　水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
登
別

市
水
道
事
業
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
に
行
う
。
ま
た
、
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
に
つ
い
て
は
、
業
務
に
か
ん
す
る
技
術
継

承
を
勘
案
し
な
が
ら
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
低
い
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
よ
う
、

民
間
委
託
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。
さ
ら
に
、
市
内
の
水
道
供
給
量
の
約
４

割
を
占
め
て
い
る
室
蘭
市
千
歳
浄
水
場
の
共

同
使
用
に
よ
り
、
事
業
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
る
。

質
　水
道
施
設
と
し
て
保
有
し
て
い
る
浄
水

場
や
配
水
池
、
配
水
管
な
ど
の
維
持
管
理
を

含
め
た
ハ
ー
ド
面
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
　施
設
の
統
廃
合
を
行
い
、
３
つ
の
施
設

を
休
止
さ
せ
、
電
気
料
や
施
設
清
掃
な
ど
の

維
持
管
理
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

一 般 質 問

村

井

寿

行

防
災
体
制
の
あ
り
方
は

　ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
事
業
費
を

活
用
し
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
方
は
当
初
２
名

で
し
た
が
、
１
名
の
追
加
申
請
が
あ
っ
た
た
め

120
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　妊
娠
保
険
給
付
事
業
で
寄
付
金
を
活
用
し
、

老
朽
化
し
た
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
更
新
し

ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室
で
妊
婦
の
夫
が
疑

似
体
験
し
た
り
、
妊
娠
中
の
苦
労
な
ど
を
共
有

し
、
子
育
て
の
男
女
共
同
の
意
識
を
醸
成
し
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
思
春
期
教
室
で
は
、
親

に
な
る
こ
と
の
大
変
さ
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
教

材
と
し
て
有
意
義
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　寄
付
金
に
よ
り
小
・
中
学
校
の
教
室
で
使
用

す
る
教
材
用
テ
レ
ビ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
台
購
入

し
ま
す
。

　市
内
の
小
・
中
学
校
に
は
、
平
成
23
年
に
学

年
ご
と
に
１
台
の
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
購
入
か
ら
す
で
に
７
年
経
過
し
て
お
り
、

故
障
し
て
い
る
機
器
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
れ

替
え
や
増
設
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
学
校
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

　全
教
室
に
設
置
す
る
た
め
に
は
60
台
必
要
で

す
が
、
今
後
も
計
画
的
に
配
置
し
て
い
く
こ
と

で
教
育
の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　本
市
に
お
け
る
土

砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
特
別
警
戒
区
域
に
、

北
海
道
が
新
た
に
21
箇

所
指
定
し
た
対
応
は
。

答
　北
海
道
と
共
同
で
実
施
す
る
住
民
説
明

会
の
開
催
や
、
区
域
の
指
定
に
対
す
る
意
見

照
会
へ
の
回
答
が
本
市
の
役
割
で
、
指
定
後

は
地
域
住
民
と
と
も
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

質
　地
域
住
民
と
と
も
に
避
難
訓
練
を
行
う

必
要
性
の
考
え
は
。

答
　地
域
が
実
施
し
て
い
る
土
砂
災
害
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
が
不
足
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
際
は
、
災
害
警
戒
区

域
に
該
当
す
る
町
内
会
な
ど
を
対
象
に
、
訓

練
の
実
施
を
促
し
て
い
き
た
い
。

質
　災
害
受
援
計
画
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答
　大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
他
自

治
体
や
関
係
機
関
か
ら
効
率
的
な
支
援
を
受

け
る
た
め
に
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

質
　災
害
受
援
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　先
進
事
例
の
情
報
収
集
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
は
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
素
案
を

策
定
し
、
平
成
31
年
度
早
期
の
計
画
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

国会・政府・北海道に８件の意見書を提出

日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書 ヘルプマークのさらなる普及促進を求める意見書
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育職員の給与等に関する特別措置法（給特法）」の廃止を含め
た見直しを求める意見書

教職員の超過勤務・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現、義
務教育費国庫負担制度堅持、「子どもの貧困」解消など教育予
算確保・拡充と就学保障の充実に向けた意見書

平成３０年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般職
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　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第２回定例会
では、次の意見書を可決しました。
　詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

予算・決算委員会（平成30年度補正予算審査）

千

田

文

孝

戸

井

　
肇

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
事
業
と

�

妊
娠
保
険
給
付
事
業

教
材
用
テ
レ
ビ
を
購
入

次回定例会のお知らせ
　平成30年第 3回定例会は、9月10日（月）に開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入していただくだけで、自由
に傍聴することができます。第 2回定例会では、延べ12名の方が傍聴さ
れました。紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞きできま
すので、ぜひお越しください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧
いただけます。パソコンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクからご覧ください。
� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

そのほかの質問：児童・生徒の健康管理について

35  ２０１８．８月号  議会だより でぃすかす



先
進
的
な

�

伊
達
市
の
食
育
セ
ン
タ
ー

総
務
・
教
育
委
員
会

地
域
に
根
ざ
し
た

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

生
活
・
福
祉
委
員
会

新
た
な
製
氷
・
貯
氷
工
場
が

�

建
設
さ
れ
ま
し
た

観
光
・
経
済
委
員
会

　本
委
員
会
は
５
月
23
日
、
教
育
行
政
で
の
懸
案
事
項
に

対
す
る
調
査
研
究
事
項
と
し
て
、
本
年
１
月
に
供
用
を
開

始
し
た
「
だ
て
歴
史
の
杜
食
育
セ
ン
タ
ー
」
へ
行
政
視
察

に
行
き
ま
し
た
。

　施
設
建
設
の
経
緯
と
し
て
は
、
伊
達
市
内
17
校
と
壮
瞥

町
内
３
校
の
学
校
給
食
と
し
て
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い

た
調
理
場
が
、
築
50
年
近
く
経
過
し
衛
生
管
理
基
準
な
ど

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
建
て
替
え
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
は
設
計
・
建
築
費
が
約
21
億

円
、
備
品
費
な
ど
が
約
３
億
円
、
運
営
委
託
料
が
約
23
億

円
で
合
計
47
億
円
、
財
源
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
お

り
、
事
業
は
建
設
か
ら
運
営
ま
で
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
で
き
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　新
施
設
の
特
徴
は
、
野
菜
下
処
理
室
な
ど
に
よ
る
衛
生

管
理
の
徹
底
、
伊
達
産
食
材
を
３
割
使
用
す
る
な
ど
地
産

地
消
と
お
い
し
い
給
食
の
実
現
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

提
供
を
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
全
国
初
と
な
る
食

育
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し

て
、
市
民
に
安
価
で
給
食

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、

災
害
時
に
３
日
分
の
炊
き

出
し
が
提
供
で
き
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
、
本
市
に

と
っ
て
非
常
に
参
考
に
な

る
先
進
地
視
察
で
あ
り
ま

し
た
。

�

（
二
瓶
）

　本
委
員
会
は
５
月
８
日
、
本
年
４
月
に
千
歳
町
に
開
設

し
た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
二
ナ
ル
カ
の

里
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　こ
の
ホ
ー
ム
の
特
徴
は
、
登
別
市
で
初
の
地
域
密
着
型

施
設
で
あ
り
、
入
所
定
員
は
29
人
以
下
で
、
地
域
と
様
々

な
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
然
な
形
で
住
み
続
け
ら
れ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　居
室
は
す
べ
て
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
な
っ
て
い
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
医
療
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
、
特
定
医
療
法
人
三
愛
病
院
よ
り
定
期
的
に
医
師
・

看
護
師
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　入
居
者
の
方
に
施
設
の
感
想
を
尋
ね
る
と
、
「
住
宅
街

の
前
に
あ
り
、
施
設
に
い
る
感
じ
で
は
な
く
自
宅
か
ら
遊

び
に
来
た
よ
う
な
気
持
ち
で
、
す
ぐ
に
友
達
も
で
き
ま
し

た
。
職
員
の
皆
さ
ん
も
大
変
優
し
く
親
切
に
接
し
て
く
れ
、

こ
こ
に
来
て
と
て
も
幸

せ
で
す
。
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　施
設
長
に
今
後
の
地

域
交
流
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、
町
内
会
・
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
の
寮
生
さ
ん
や
多
く

の
方
と
の
交
流
が
で
き

な
い
か
考
え
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

�
（
村
井
）

　所
管
事
務
調
査
と
し
て
４
月
17
日
、
登
別
漁
港
内
に
設

置
さ
れ
た
製
氷
・
貯
氷
工
場
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
類
の
速
や
か
な
鮮
度

保
持
が
可
能
と
な
り
、
既
存
の
清
浄
海
水
導
入
施
設
と
あ

わ
せ
、
漁
港
と
し
て
の
機
能
が
一
層
充
実
し
ま
し
た
。

　水
道
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
水
道
料
金
改
定
に
関
し
て
、
水

道
事
業
運
営
審
議
会
の
答
申
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
骨
子

は
、
現
状
を
か
ん
が
み
れ
ば
料
金
の
改
定
は
や
む
な
し
、

市
民
負
担
を
考
慮
し
、
４
年
間
は
必
要
最
低
限
の
改
定
率

に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
付
帯
意
見
と
し
て

は
、
効
率
的
な
事
業
遂
行
を
求
め
た
内
容
で
、
今
後
は
第

３
回
定
例
会
に
水
道
事
業
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　ま
た
、
本
委
員
会
は
現
在
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る

全
市
観
光
を
推
進
す
る
調
査
を
進
め
る
中
で
、
登
別
温
泉

を
軸
と
し
た
本
市
の
固
有
資
源
で
あ
る
登
別
・
鷲
別
両
漁

港
や
、
潜
在
的
資
源
と
も
い
え
る
森
林
山
岳
地
帯
の
活
用

を
目
指
し
て
お
り
、
先
進
自
治
体
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

山
岳
観
光
は
南
ア
ル
プ
ス

市
、
漁
港
に
つ
い
て
は
、

マ
グ
ロ
の
漁
獲
日
本
一
を

誇
る
焼
津
市
、
温
泉
観
光

地
は
長
い
歴
史
を
有
す
る

湯
河
原
町
を
視
察
し
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
視

察
報
告
書
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

�

（
若
木
）

委 員 会 だ よ り

※PFI方式…プライベート・ファイナンス・イニシアチブ（民間資本主導）の略。民間のノウハウによって無駄なコストが省かれ、質の高いサービスが提供できるとされる。

※

▲製氷・貯氷工場で製氷された氷

市
民
に
理
解
さ
れ
る

�

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

わ
か
り
や
す
い
情
報
公
開
を

�

め
ざ
し
て

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　本
委
員
会
で
は
、
議
長
か
ら
の
諮
問
２
件
と
６
件
の
事

案
を
協
議
事
項
と
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
本
年

度
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　議
長
諮
問
は
①
継
続
的
な
議
会
改
革
の
推
進
、
②
議
員

定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
①
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
②
議
会
人
事
に
伴
う
公

表
の
あ
り
方
、
③
議
場
に
多
く
の
市
民
が
来
て
い
た
だ
く

環
境
づ
く
り
、
④
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
増
設
な
ど
の
検
討
、

⑤
登
別
市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
の
精
度

向
上
、
⑥
文
書
質
問
の
積
極
的
な
運
用
方
法
の
検
討
に
つ

い
て
、
協
議
の
予
定
を
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
ま
と
め
、

12
月
の
第
４
回
定
例
会
終
了
ま
で
に
議
長
に
答
申
や
結
論

を
出
す
よ
う
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
10
月
27
日
に
は
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
り
、
午
前
10
時
か
ら
「
登
別
市
婦
人
セ
ン

タ
ー
」
「
老
人
憩
の
家

　富
久
寿
園
」
、
午
後
２
時
か
ら

「
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
鷲
別
公
民
館
」
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
各

委
員
会
の
重
点
活
動

テ
ー
マ
を
基
に
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

�

（
工
藤
）

　平
成
29
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
議

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
い
た
だ
い
た
市

民
の
意
見
や
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
、

先
進
地
の
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
聴
活
動
な
ど
を
中
心

に
、
委
員
会
で
課
題
を
抽
出
し
、

議
論
の
上
、
改
善
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
少
な
い
掲
載

ス
ペ
ー
ス
で
す
が
視
覚
か
ら
受
け

る
圧
迫
感
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

文
字
数
を
減
ら
し
、
写
真
を
掲
載

し
て
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
議

員
の
顔
写
真
も
表
情
が
柔
ら
か
く

見
え
る
工
夫
や
、
掲
載
内
容
が
見

え
る
よ
う
に
見
出
し
も
校
正
し
て

い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
は
、
皆
さ
ん
に
も

う
少
し
議
会
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ

り
の
工
夫
と
、
更
新
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
の
改
善
に
つ

い
て
、
次
期
に
つ
な
が
る
活
動
の

議
論
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
広
聴
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
残
り
の
任
期
中
、
さ
ら
に

研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
本
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
ま
し
た
。

従
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
管
理
費
も
安
価
に
な
ら
な
い
、
ペ
ー
ジ
内
の
書
き

換
え
操
作
が
不
便
な
ど
で
、
数
年
前
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
種
々
の
理
由
か
ら
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　開
設
後
16
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
は
め

ざ
ま
し
く
進
化
し
、
管
理
費
用
も
安
価
で
容
量
も
大
き
く
な
り
、
使
い
や
す

さ
が
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
課
題
を
再
度
整
理
し
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
、
費
用
を
ほ
と
ん

ど
か
け
ず
、
さ
ら
に
管
理
費
の
安
価
化
に
も
結
び
付
け
ま
し
た
。
今
後
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
追
加
し
た
、
代
表
的
な
機
能
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①�

本
会
議
・
各
委
員
会
資
料
が
閲
覧

可
能　行

政
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
最
新
の
資
料
や
予
算
の
審
査
資

料
な
ど
、
各
議
員
に
配
布
さ
れ
る

資
料
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

②�

議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
閲
覧
可
能

　ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
主
な
会
議
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
行
政
視
察
、
他
議

会
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
や
議
長

公
務
の
予
定
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③�

各
議
員
へ
直
接
、
意
見
、
連
絡
が

可
能　ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
員
紹
介

ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
意
見
や
連
絡
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
千
田
）

委 員 会 だ よ り

議会ホームページで最新事業情報を公開

▲新たな市議会ホームページ
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先
進
的
な

�

伊
達
市
の
食
育
セ
ン
タ
ー

総
務
・
教
育
委
員
会

地
域
に
根
ざ
し
た

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

生
活
・
福
祉
委
員
会

新
た
な
製
氷
・
貯
氷
工
場
が

�

建
設
さ
れ
ま
し
た

観
光
・
経
済
委
員
会

　本
委
員
会
は
５
月
23
日
、
教
育
行
政
で
の
懸
案
事
項
に

対
す
る
調
査
研
究
事
項
と
し
て
、
本
年
１
月
に
供
用
を
開

始
し
た
「
だ
て
歴
史
の
杜
食
育
セ
ン
タ
ー
」
へ
行
政
視
察

に
行
き
ま
し
た
。

　施
設
建
設
の
経
緯
と
し
て
は
、
伊
達
市
内
17
校
と
壮
瞥

町
内
３
校
の
学
校
給
食
と
し
て
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い

た
調
理
場
が
、
築
50
年
近
く
経
過
し
衛
生
管
理
基
準
な
ど

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
建
て
替
え
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
は
設
計
・
建
築
費
が
約
21
億

円
、
備
品
費
な
ど
が
約
３
億
円
、
運
営
委
託
料
が
約
23
億

円
で
合
計
47
億
円
、
財
源
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
お

り
、
事
業
は
建
設
か
ら
運
営
ま
で
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
で
き
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　新
施
設
の
特
徴
は
、
野
菜
下
処
理
室
な
ど
に
よ
る
衛
生

管
理
の
徹
底
、
伊
達
産
食
材
を
３
割
使
用
す
る
な
ど
地
産

地
消
と
お
い
し
い
給
食
の
実
現
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

提
供
を
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
全
国
初
と
な
る
食

育
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し

て
、
市
民
に
安
価
で
給
食

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、

災
害
時
に
３
日
分
の
炊
き

出
し
が
提
供
で
き
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
、
本
市
に

と
っ
て
非
常
に
参
考
に
な

る
先
進
地
視
察
で
あ
り
ま

し
た
。

�

（
二
瓶
）

　本
委
員
会
は
５
月
８
日
、
本
年
４
月
に
千
歳
町
に
開
設

し
た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
二
ナ
ル
カ
の

里
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　こ
の
ホ
ー
ム
の
特
徴
は
、
登
別
市
で
初
の
地
域
密
着
型

施
設
で
あ
り
、
入
所
定
員
は
29
人
以
下
で
、
地
域
と
様
々

な
交
流
を
持
ち
な
が
ら
自
然
な
形
で
住
み
続
け
ら
れ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　居
室
は
す
べ
て
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
な
っ
て
い
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
医
療
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
、
特
定
医
療
法
人
三
愛
病
院
よ
り
定
期
的
に
医
師
・

看
護
師
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　入
居
者
の
方
に
施
設
の
感
想
を
尋
ね
る
と
、
「
住
宅
街

の
前
に
あ
り
、
施
設
に
い
る
感
じ
で
は
な
く
自
宅
か
ら
遊

び
に
来
た
よ
う
な
気
持
ち
で
、
す
ぐ
に
友
達
も
で
き
ま
し

た
。
職
員
の
皆
さ
ん
も
大
変
優
し
く
親
切
に
接
し
て
く
れ
、

こ
こ
に
来
て
と
て
も
幸

せ
で
す
。
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　施
設
長
に
今
後
の
地

域
交
流
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、
町
内
会
・
日
本

工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
の
寮
生
さ
ん
や
多
く

の
方
と
の
交
流
が
で
き

な
い
か
考
え
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
村
井
）

　所
管
事
務
調
査
と
し
て
４
月
17
日
、
登
別
漁
港
内
に
設

置
さ
れ
た
製
氷
・
貯
氷
工
場
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
類
の
速
や
か
な
鮮
度

保
持
が
可
能
と
な
り
、
既
存
の
清
浄
海
水
導
入
施
設
と
あ

わ
せ
、
漁
港
と
し
て
の
機
能
が
一
層
充
実
し
ま
し
た
。

　水
道
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
水
道
料
金
改
定
に
関
し
て
、
水

道
事
業
運
営
審
議
会
の
答
申
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
骨
子

は
、
現
状
を
か
ん
が
み
れ
ば
料
金
の
改
定
は
や
む
な
し
、

市
民
負
担
を
考
慮
し
、
４
年
間
は
必
要
最
低
限
の
改
定
率

に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
付
帯
意
見
と
し
て

は
、
効
率
的
な
事
業
遂
行
を
求
め
た
内
容
で
、
今
後
は
第

３
回
定
例
会
に
水
道
事
業
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　ま
た
、
本
委
員
会
は
現
在
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る

全
市
観
光
を
推
進
す
る
調
査
を
進
め
る
中
で
、
登
別
温
泉

を
軸
と
し
た
本
市
の
固
有
資
源
で
あ
る
登
別
・
鷲
別
両
漁

港
や
、
潜
在
的
資
源
と
も
い
え
る
森
林
山
岳
地
帯
の
活
用

を
目
指
し
て
お
り
、
先
進
自
治
体
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

山
岳
観
光
は
南
ア
ル
プ
ス

市
、
漁
港
に
つ
い
て
は
、

マ
グ
ロ
の
漁
獲
日
本
一
を

誇
る
焼
津
市
、
温
泉
観
光

地
は
長
い
歴
史
を
有
す
る

湯
河
原
町
を
視
察
し
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
視

察
報
告
書
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

�

（
若
木
）

委 員 会 だ よ り

※PFI方式…プライベート・ファイナンス・イニシアチブ（民間資本主導）の略。民間のノウハウによって無駄なコストが省かれ、質の高いサービスが提供できるとされる。

※

▲製氷・貯氷工場で製氷された氷

市
民
に
理
解
さ
れ
る

�

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

わ
か
り
や
す
い
情
報
公
開
を

�

め
ざ
し
て

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　本
委
員
会
で
は
、
議
長
か
ら
の
諮
問
２
件
と
６
件
の
事

案
を
協
議
事
項
と
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
本
年

度
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　議
長
諮
問
は
①
継
続
的
な
議
会
改
革
の
推
進
、
②
議
員

定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
①
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
②
議
会
人
事
に
伴
う
公

表
の
あ
り
方
、
③
議
場
に
多
く
の
市
民
が
来
て
い
た
だ
く

環
境
づ
く
り
、
④
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
増
設
な
ど
の
検
討
、

⑤
登
別
市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱
の
精
度

向
上
、
⑥
文
書
質
問
の
積
極
的
な
運
用
方
法
の
検
討
に
つ

い
て
、
協
議
の
予
定
を
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
ま
と
め
、

12
月
の
第
４
回
定
例
会
終
了
ま
で
に
議
長
に
答
申
や
結
論

を
出
す
よ
う
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
10
月
27
日
に
は
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
り
、
午
前
10
時
か
ら
「
登
別
市
婦
人
セ
ン

タ
ー
」
「
老
人
憩
の
家

　富
久
寿
園
」
、
午
後
２
時
か
ら

「
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
鷲
別
公
民
館
」
で
、

そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
各

委
員
会
の
重
点
活
動

テ
ー
マ
を
基
に
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

�

（
工
藤
）

　平
成
29
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
議

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
い
た
だ
い
た
市

民
の
意
見
や
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
、

先
進
地
の
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
聴
活
動
な
ど
を
中
心

に
、
委
員
会
で
課
題
を
抽
出
し
、

議
論
の
上
、
改
善
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
少
な
い
掲
載

ス
ペ
ー
ス
で
す
が
視
覚
か
ら
受
け

る
圧
迫
感
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

文
字
数
を
減
ら
し
、
写
真
を
掲
載

し
て
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
議

員
の
顔
写
真
も
表
情
が
柔
ら
か
く

見
え
る
工
夫
や
、
掲
載
内
容
が
見

え
る
よ
う
に
見
出
し
も
校
正
し
て

い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
は
、
皆
さ
ん
に
も

う
少
し
議
会
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ

り
の
工
夫
と
、
更
新
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
の
改
善
に
つ

い
て
、
次
期
に
つ
な
が
る
活
動
の

議
論
、
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
広
聴
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
残
り
の
任
期
中
、
さ
ら
に

研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
本
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
ま
し
た
。

従
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
管
理
費
も
安
価
に
な
ら
な
い
、
ペ
ー
ジ
内
の
書
き

換
え
操
作
が
不
便
な
ど
で
、
数
年
前
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
種
々
の
理
由
か
ら
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　開
設
後
16
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
は
め

ざ
ま
し
く
進
化
し
、
管
理
費
用
も
安
価
で
容
量
も
大
き
く
な
り
、
使
い
や
す

さ
が
格
段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
課
題
を
再
度
整
理
し
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
、
費
用
を
ほ
と
ん

ど
か
け
ず
、
さ
ら
に
管
理
費
の
安
価
化
に
も
結
び
付
け
ま
し
た
。
今
後
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
追
加
し
た
、
代
表
的
な
機
能
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①�

本
会
議
・
各
委
員
会
資
料
が
閲
覧

可
能　行

政
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
最
新
の
資
料
や
予
算
の
審
査
資

料
な
ど
、
各
議
員
に
配
布
さ
れ
る

資
料
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

②�

議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
閲
覧
可
能

　ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
主
な
会
議
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
行
政
視
察
、
他
議

会
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
や
議
長

公
務
の
予
定
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③�

各
議
員
へ
直
接
、
意
見
、
連
絡
が

可
能　ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
員
紹
介

ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
意
見
や
連
絡
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
千
田
）

委 員 会 だ よ り

議会ホームページで最新事業情報を公開

▲新たな市議会ホームページ

37  ２０１８．８月号  議会だより でぃすかす
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人のうごき（平成30年6月末日現在）／人口48,548（－2）世帯24,918（＋5）（　）は前月比

エンマ大王から
くり山車

鬼みこし暴れ練りこみ

鬼踊り大群舞

　火おこし大会やフラダンス、コン
サートなどを行います。
　また、飲食コーナーの縄文レスト
ラン、縄文の森工作室や縄文ゲーム
プラザなどの体験コーナーがあるほ
か、縄文フリスビーの優勝者には伊
達市の特産品が贈られます。
　盛りだくさんのイベントで皆さん
をお迎えします。
▶�日時・場所　８月26日㈰10時～15
時…史跡北黄金貝塚公園

▶�問い合わせ　伊達市生涯学習課文
化財係（☎０１４２㉓３３３１）

２０１８Ｂ
バ イ ク

ｉｋｅＪ
ジ ン

ＩＮ祭り
＠Ｈ

ホ ッ カ イ ド ウ

ＯＫＫＡＩＤＯ・白老 第21回だて噴火湾縄文まつり青少年科学館
夏休み科学館祭

　小・中学生を対象に工作教室や実
験教室などを行うほか、おもしろ遊
びランドでは輪投げや射的、食べ物
教室ではアイスキャンディー作りを
楽しめます。また、中庭では、ペッ
トボトルウォータースライダーなど
夏にぴったりな遊びを行います。
▶�日時　８月11日㈯～13日㈪10時～
17時
▶�入館料　中学生以下100円、高校
生200円、大人400円、65歳以上
250円
▶問い合わせ　同館（☎㉒１０５８）

　北海道で開催されるＢｉｋｅＪＩ
Ｎ祭りが今年も白老町で行われます。
９月１日㈯にはポロトの森キャンプ
場で前夜祭を開催。各イベントなど、
詳しくは、専用ウェブサイト（http�
://www.bikejin.jp/2018hokkaido�
_shiraoi）をご確認ください。
▶�日時・場所　９月２日㈰10時～16
時…白老滑空場（白老町字北吉原）
▶�内容　メーカー試乗会、出店ブー
ス、グルメブースなど
▶問い合わせ　白老観光協会
� （☎０１４４�２２１６）

▶日時　８月24日㈮18時～22時
　　　　８月25日㈯12時～22時
　　　　８月26日㈰12時～22時15分

▶場所　登別温泉街（極楽通り）、登別地獄谷ほか
今年の地獄まつりは３日間！

○24日㈮　オープニングセレモニー
○25日㈯　鬼みこし暴れ練りこみ
　　　　　エンマ大王からくり山

だ

車
し

○26日㈰　鬼踊り大
だい

群
ぐん

舞
ぶ

（飛び入り参加可能）
　　　　　エンマ大王からくり山車
　　　　　地獄谷花火大会～爆裂花火～　

その他、迫力満点の催しが盛りだくさん！

※�タイムテーブルやプログラムの詳細については問い合
わせください。

問い合わせ　登別国際観光コンベンション協会（☎�３３１１）

第55回
登別地獄まつり


